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慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

五
四
一

は
じ
め
に

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
は
、
故
・
野
村
兼
太
郎
経
済

学
部
教
授
（
一
八
九
六
〜
一
九
六
〇
）
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
古

文
書
類
の
保
管
・
整
理
を
目
的
と
し
て
一
九
六
七
年
に
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
根
幹
を
成
す
の
は
近
世
の
村
落
文
書

で
、
数
量
と
し
て
も
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
若
干
な
が

ら
中
世
文
書
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
中
世
文
書
の
な
か
に
は
、「
供
御
院
預
左
衛
門
云
々
」
と

の
表
題
が
付
さ
れ
た
一
巻
も
の
の
巻
子
（
整
理
番
号N

P03198

以
下
「
慶
應
本
」
と
呼
称
す
る
）
が
存
在
す
る
。
こ
の
表
題
は
、

巻
子
冒
頭
に
収
め
ら
れ
た
文
書
が
供
御
院
預
職
に
か
か
わ
る
訴
訟

に
際
し
て
進
上
さ
れ
た
陳
状
で
あ
る
た
め
に
、
近
代
以
降
付
さ
れ

た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
、
巻
子
全
体
か
ら
み
れ
ば
不
適
切
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
巻
子
に
は
、
江
戸
時
代
に
柳
原
紀
光

（
一
七
四
六
〜
一
八
〇
〇
）
の
手
で
書
写
さ
れ
た
写
本
が
存
在
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
四
年
度
に
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、「
文
殿
訴
訟
関
係
文
書
写
」

（
請
求
番
号
〇
一
五
六
／
七
）
と
し
て
現
在
も
同
所
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
文
書
群
が
そ
れ
で
あ
る
（
以
下
「
史
料
編
纂
所
本
」
と
呼

称
す
る
）。
史
料
編
纂
所
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
榎
原
雅
治
氏

に
よ
っ
て
翻
刻
お
よ
び
史
料
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が）

1
（

、
本
稿
で

は
原
本
調
査
の
成
果
も
踏
ま
え
て
、
慶
應
本
に
つ
い
て
改
め
て
内

容
の
紹
介
と
全
文
の
翻
刻
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
古
文
書
室
が
所

蔵
す
る
古
文
書
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
度
三
田
史

学
会
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
慶
應
義
塾
の
古
文
書
」
に
お
い
て

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で）

2
（

、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
五
四
一
）　

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

小
　
出
　
麻
友
美



五
四
二

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

一　

巻
子
の
概
要

ま
ず
巻
子
全
体
の
書
誌
情
報
を
述
べ
て
お
く
。
縦
三
二
・
一
〜

三
二
・
四
㎝
の
紙
が
全
部
で
一
六
枚
貼
り
継
が
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
副
進
文
書
を
含
め
て
以
下
の
一
八
通
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。1　

年
月
日
未
詳
供
御
院
預
磯
部
信
貞
陳
状
（
後
欠
）　

三
紙　

第
一
紙
〜
第
三
紙

2　

年
未
詳
四
月
二
七
日
源
守
忠
陳
状
（
前
欠）

3
（

）　

二
紙　

第

六
紙
・
第
七
紙

3　

徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
六
月
一
〇
日
源
守
忠
陳
状
案　

四
紙　

第
八
紙
・
第
四
紙
・
第
五
紙
・
第
九
紙
（
錯
簡
あ
り
。

四
紙
の
う
ち
第
二
紙
・
第
三
紙
に
あ
た
る
料
紙
が
文
書
2
の

前
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。）

　
　

以
下
副
進
文
書
一
三
通　

六
紙　

第
九
紙
〜
第
一
四
紙

3
ａ　

弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
四
月
日
源
家
定
置
文
案

3
ｂ　

永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
九
月
二
五
日
伏
見
上
皇
院

宣
案

3
ｃ　

正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
正
月
二
九
日
源
定
成
（
阿

道
）
書
状
案

3
ｄ　

正
安
三
年
六
月
一
三
日
源
定
成
（
阿
道
）
書
状
案

3
ｅ　

正
安
二
年
四
月
一
五
日
伏
見
上
皇
院
宣
案）

4
（

3
ｆ　

正
安
二
年
九
月
一
一
日
伏
見
上
皇
院
宣
案）

5
（

3
ｇ　

正
安
三
年
九
月
五
日
北
条
貞
時
（
崇
暁
）
書
状
案

3
ｈ　

乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
三
月
二
八
日
後
宇
多
上
皇

院
宣
案

3
ｉ　

乾
元
二
年
四
月
二
四
日
後
宇
多
上
皇
院
宣
案）

6
（

3
ｊ　

嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
年
未
詳
三
月
一
七
日
北
条

貞
時
（
崇
演
）
書
状
案

3
ｋ　

嘉
元
三
年
五
月
二
七
日
吉
田
定
房
書
状
案

3
ｌ　

嘉
元
三
年
七
月
六
日
亀
山
法
皇
院
宣
案）

7
（

3
ｍ　

嘉
元
三
年
五
月
一
一
日
亀
山
法
皇
院
宣
案）

8
（

4　

年
月
日
未
詳
源
守
忠
重
陳
状
案
（
後
欠
）　

二
紙　

第
一

四
紙
・
第
一
五
紙

5　
（
前
欠
）
年
未
詳
一
〇
月
二
〇
日
中
原
章
房
申
状
案　

一

紙　

第
一
六
紙

一
覧
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
状
の
成
巻
に
は
錯
簡
が
み

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
史
料
と
し
て
扱
う
際
に
は
注
意
を
要
す
る
が
、

史
料
編
纂
所
本
に
は
こ
の
錯
簡
が
な
い
。
史
料
編
纂
所
本
は
、
薄

墨
の
表
紙
が
付
さ
れ
た
全
一
冊
の
冊
子
本
で
、
そ
の
第
一
丁
表
の

（
五
四
二
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

五
四
三

右
端
上
部
に
「
柳
原
庫
」
の
印
文
を
持
つ
単
郭
長
方
朱
印
が
捺
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
史
料
編
纂
所
本
は
柳
原
本
か
ら
流

出
し
た
も
の
で
、
柳
原
紀
光
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
写
本
だ
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
應
本
に
現
在
み
ら
れ
る
錯
簡
は
、

紀
光
に
よ
る
書
写
以
降
に
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
慶
應

本
の
文
書
1
・
2
・
4
・
5
に
み
ら
れ
る
前
欠
・
後
欠
部
分
に
つ

い
て
は
、
史
料
編
纂
所
本
も
同
様
に
欠
落
し
て
い
る
。

慶
應
本
と
史
料
編
纂
所
本
を
比
較
検
討
す
る
う
え
で
さ
ら
に
興

味
深
い
の
は
、
史
料
編
纂
所
本
の
表
紙
に
「
或
文
書
裏
書
／
置
文

并
所
領
事
」
と
の
外
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
書
写
さ
れ
た
原
文
書

（
慶
應
本
）
が
、
本
来
は
何
ら
か
の
紙
背
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
慶
應
本
の
料
紙
に
は
、
単
な
る
他
の
文
書

か
ら
の
墨
移
り
と
は
考
え
が
た
い
墨
影
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
そ
の
内
容
を
判
読
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
態
だ
が
、
こ

れ
は
も
と
も
と
紙
背
文
書
が
存
在
し
て
い
た
文
書
に
対
し
て
何
者

か
が
相
矧
ぎ
処
理
（
一
枚
の
紙
を
薄
く
矧
い
で
、
二
枚
に
分
離
さ

せ
る
技
術
）
を
施
し
た
結
果
と
推
測
さ
れ
る）

9
（

。
す
な
わ
ち
、
柳
原

紀
光
に
よ
る
書
写
が
な
さ
れ
た
段
階
で
は
表
裏
の
両
面
に
文
字
が

記
さ
れ
て
い
た
紙
を
相
矧
ぎ
に
よ
っ
て
分
離
し
、
別
の
一
巻
に
仕

立
て
た
も
の
が
慶
應
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

巻
子
に
貼
り
継
が
れ
た
文
書
が
、
も
と
も
と
紙
背
文
書
と
し
て

ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
成
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、

そ
の
ま
と
ま
り
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
次
に
検
討
し

て
み
た
い
。
そ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
文
書
5
で
あ
る
。

文
書
5
は
鎌
倉
後
期
に
活
動
し
た
明
法
家
の
中
原
章
房
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
朝
廷

へ
の
奉
仕
を
滞
り
な
く
果
た
す
た
め
に
必
要
だ
と
し
て
所
領
の
給

付
を
請
う
申
状
だ
が
、
文
書
1
〜
4
と
異
な
り
、
決
し
て
丁
寧
と

は
い
え
な
い
筆
跡
で
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
文
章
が
次
の

紙
ま
で
及
ば
な
い
よ
う
に
、
次
第
に
行
間
を
詰
め
て
字
を
小
さ
く

し
な
が
ら
書
き
進
め
ら
れ
て
お
り
、
原
文
書
を
見
な
が
ら
筆
写
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
文
書
5
は
申
状
の
進

上
に
際
し
て
申
請
者
（
章
房
）
自
身
の
手
許
に
残
さ
れ
た
控
と
考

え
ら
れ
る
。
章
房
が
徳
治
二
年
〜
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
の
期

間
に
文
殿
寄
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
が
文
書
2

〜
4
の
訴
訟
の
審
理
に
関
与
し
た
可
能
性
を
榎
原
氏
が
指
摘
し
て

お
り
、
同
様
に
院
の
法
廷
に
提
出
さ
れ
た
文
書
1
も
含
め
て
、

「
本
文
書
群
の
残
し
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
」
と
評
価
し
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
文
書
5
の
書
き
様
や
形
態
を
考
慮
し
た
う
え
で
も
、

榎
原
氏
の
指
摘
に
つ
い
て
は
概
ね
首
肯
で
き
る
と
い
え
る
。
こ
れ

ら
の
文
書
が
も
と
も
と
一
人
の
収
集
・
所
蔵
に
か
か
る
も
の
と
仮

定
す
る
と
、
最
初
の
所
蔵
者
は
中
原
章
房
そ
の
人
で
あ
っ
た
と
考

（
五
四
三
）　



五
四
四

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
の
収
集
者
が
中
原
章
房
だ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
文
書
同
士
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

文
書
4
の
第
2
紙
に
相
当
す
る
第
一
五
紙
に
は
、
一
定
間
隔
（
約

二
〇
㎝
）
お
き
に
水
に
濡
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
墨
の
に
じ
み
と
、

料
紙
の
破
損
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
破
損
は
、
巻
子
も
し

く
は
冊
子
と
い
っ
た
形
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
類
が
虫
損
な

ど
の
被
害
を
受
け
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
中
央
部
が
と
く
に
大

き
く
破
損
し
て
い
る
が
、
字
の
欠
損
に
つ
い
て
は
三
文
字
分
の
空

白
と
し
て
史
料
編
纂
所
本
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
五
紙
の
破
損
は
史
料
編
纂
所
本
の
作
成
以
前
か
ら
存
在
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
の
料
紙
に
は
同
様
の
破

損
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
巻
子
に
収
め
ら
れ
た
一

八
通
の
文
書
が
最
初
か
ら
一
具
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
お
そ
ら
く
、
当
初
章
房
は
こ
れ
ら
の
文
書
群
を
別
々
に
保
管

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
料
紙
の
紙
背
を
章
房
も
し
く
は
そ
の
子
孫

が
再
利
用
し
た
際
に
、
初
め
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

と
こ
ろ
で
、
実
は
慶
應
本
に
は
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
写
本
が

存
在
す
る
。「
山
科
毘
沙
門
堂
記
録）

10
（

」
の
な
か
に
収
録
さ
れ
て
い

る
写
が
そ
れ
で
あ
る
。「
山
科
毘
沙
門
堂
記
録
」
は
中
世
前
期
の

公
家
日
記
か
ら
近
世
に
出
さ
れ
た
触
書
に
至
る
ま
で
、
雑
多
な
文

書
・
記
録
類
を
書
写
し
た
複
数
の
巻
子
お
よ
び
冊
子
か
ら
成
る
が
、

そ
の
成
立
時
期
や
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
。
慶
應
本
の
写
は
独
立

し
た
一
巻
も
の
の
巻
子
で
、
冒
頭
部
に
「
実
照
記）

11
（

」
と
の
題
箋
が

付
さ
れ
て
い
る
（「
山
科
毘
沙
門
堂
記
録
」
の
う
ち
慶
應
本
の
写

に
あ
た
る
巻
子
に
つ
い
て
、
以
下
「
毘
沙
門
堂
本
」
と
呼
称
す

る
）。
慶
應
本
に
似
せ
た
字
体
を
用
い
て
お
り
、
挿
入
符
に
よ
る

文
章
の
修
正
や
改
行
位
置
、
慶
應
本
の
第
一
五
紙
に
付
さ
れ
た

「
四
」
の
貼
紙
に
至
る
ま
で
忠
実
に
写
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

毘
沙
門
堂
本
が
史
料
編
纂
所
本
と
系
統
の
異
な
る
写
本
で
あ
り
、

尚
且
つ
慶
應
本
を
見
な
が
ら
書
写
し
た
も
の
な
の
は
間
違
い
な
い
。

第
一
紙
・
第
二
紙
・
第
四
紙
・
第
一
三
紙
・
第
一
六
紙
の
貼
紙
に

つ
い
て
は
写
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
第
一
五
紙
の
貼
紙
と
そ
れ
以

外
が
別
々
の
時
期
に
付
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
毘
沙
門
堂
本
は
あ
る
時
期
の
慶
應
本

の
様
相
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
。
一
方
で
、
毘
沙
門
堂
本
に
は
史

料
編
纂
所
本
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
錯
簡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。

文
書
の
収
録
順
は
基
本
的
に
史
料
編
纂
所
本
と
同
様
だ
が
、
文
書

3
ｂ
（
史
料
編
纂
所
本
の
文
書
一
ｄ
）
の
な
か
に
文
書
5
（
史
料

編
纂
所
本
の
文
書
三
）
が
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
慶
應
本
の
第
一
〇
紙
と
第
一
一
紙
の
あ
い
だ
に
第
一

（
五
四
四
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

五
四
五

六
紙
の
文
章
が
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
文
書
3
ｂ
の
事
実

書
最
終
行
に
あ
た
る
「
院
宣
執
達
如
件
」
と
差
出
人
「
右
京
大

夫
」
の
署
判
が
欠
落
し
て
い
る
。
慶
應
本
を
実
際
に
見
な
が
ら
書

写
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
書
き
落
と
し
て
し

ま
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
が
、
こ
れ
は
、
慶
應
本

に
現
状
と
異
な
る
形
の
錯
簡
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
柳
原
紀
光
に
よ
っ
て
史
料
編
纂
所
本
が
作
成
さ
れ
て

以
降
に
起
き
た
も
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
慶
應
本
と
毘
沙

門
堂
本
の
関
係
や
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、

「
山
科
毘
沙
門
堂
記
録
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
の
史
料
に
対

す
る
検
討
を
も
含
め
た
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
慶
應
本
の
紙
継
目
に
捺
さ
れ
て
い
る
黒
印
の
う
ち
、
第

四
紙
と
第
五
紙
、
第
七
紙
と
第
八
紙
、
第
一
〇
紙
と
第
一
一
紙
の

間
で
は
印
影
の
位
置
が
ず
れ
て
接
続
せ
ず
、
第
五
紙
奥
の
印
影
に

続
く
べ
き
位
置
の
第
九
紙
に
は
印
影
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
七

紙
の
な
か
に
は
互
い
の
継
目
黒
印
が
接
続
す
る
も
の
が
存
在
し
な

い
の
で
、
現
在
で
は
失
わ
れ
た
料
紙
と
継
が
れ
た
状
態
で
印
が
捺

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
〇
紙
と
第
一
一
紙
の
間
に
は
、
右

の
毘
沙
門
堂
本
が
第
一
六
紙
の
文
章
を
挿
入
し
て
い
る
が
、
第
一

六
紙
端
の
印
影
は
第
一
〇
紙
の
も
の
と
全
く
接
続
せ
ず
、
奥
の
印

影
も
第
一
一
紙
の
も
の
と
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

現
状
と
異
な
る
錯
簡
に
も
複
数
の
段
階
が
あ
っ
た
と
い
え
る（

（（
（

。

最
後
に
、
こ
の
巻
子
の
名
称
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
こ
れ
ら

の
史
料
に
つ
い
て
、
史
料
編
纂
所
本
は
「
文
殿
訴
訟
関
係
文
書

写
」
と
の
名
称
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
史
料
編
纂
所
本
の
文

書
一
（
慶
應
本
の
文
書
2
・
3
・
4
に
該
当
）
に
か
か
わ
っ
て
、

文
殿
に
お
け
る
対
決
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
称
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
文
書
5
の
よ
う
に
、
文
殿
に
お
い
て
審
理

さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
文
書
を
含
む
た
め
、
本
節
の
内
容
を

踏
ま
え
、
慶
應
本
に
関
し
て
は
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」
と
呼
称

し
た
い
。

二　

所
収
文
書
の
内
容

こ
の
巻
子
に
収
録
さ
れ
た
文
書
群
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、
三
つ

の
案
件
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
分
類
で
き
る
。

Ａ　

供
御
院
預
職
訴
訟
関
連
文
書　

一
通
（
文
書
1
）

Ｂ　

源
守
忠
訴
訟
関
連
文
書　

一
三
通
（
文
書
2
・
3
・
3
副

進
文
書
・
4
）

Ｃ　

中
原
章
房
所
領
申
請
関
連
文
書　

一
通
（
文
書
5
）

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
加
え
た
い
。

（
五
四
五
）　
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Ａ　

供
御
院
預
職
訴
訟
関
連
文
書

こ
れ
は
供
御
院
預
職
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
訴
訟
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
供
御
院
は
大
炊
寮
の
付
属
機
関
で
、
畿
内
の
官
田
の

稲
を
納
め
、
宮
中
や
中
宮
・
東
宮
の
料
用
に
あ
て
る
役
割
を
担
っ

て
い
た
が
、
そ
の
預
に
は
大
炊
寮
の
史
生
を
任
じ
て
領
掌
さ
せ
て

い
た
と
さ
れ
る）

13
（

。

現
存
す
る
文
書
は
一
通
の
み
だ
が
、
そ
の
冒
頭
部
分
の
記
述
よ

り
、
磯
部
信
貞
が
関
連
す
る
文
書
を
副
進
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
参
考
ま
で
に
そ
の
リ
ス
ト
を
以
下
に
掲
げ
る
。

1
ａ　

弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
九
月
日
亀
山
上
皇
院
宣
案

1
ｂ　

弘
安
八
年
一
一
月
二
五
日
亀
山
上
皇
院
宣
案

1
ｃ　

弘
安
八
年
一
二
月
一
六
日
大
炊
寮
家
任
符
案

1
ｄ　

弘
安
九
年
二
月
二
三
日
大
炊
寮
家
挙
状
案

1
ｅ　

弘
安
九
年
三
月
二
〇
日
後
宇
多
天
皇
宣
旨
案

1
ｆ　

正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
六
月
二
五
日
伏
見
天
皇
綸
旨

案
（
大
炊
寮
家
宛
）

1
ｇ　

正
応
五
年
六
月
二
五
日
伏
見
天
皇
綸
旨
案
（
信
貞
宛
）

陳
状
を
作
成
し
た
磯
部
信
貞
は
、
先
祖
に
あ
た
る
礒
部
広
信
が

長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
に
一
条
天
皇
か
ら
永
宣
旨
を
下
賜
さ
れ

て
よ
り
、
代
々
供
御
院
預
職
を
相
伝
し
て
き
た
と
主
張
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
史
料
上
実
際
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
例
は

限
ら
れ
て
お
り
、
本
文
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
広
信
（
長
保
四

年
）
と
信
貞
（
弘
安
八
年
）
の
例
を
除
く
と
、
寛
弘
年
間
（
一
〇

〇
四
〜
一
〇
一
一
）
頃
に
、
磯
部
満
利
・
満
輔
の
両
人
が
在
任
し

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る）

14
（

。

文
書
1
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
榎
原
氏
も
言
及
し
て
い
る
。

氏
は
、
副
進
文
書
の
う
ち
最
も
新
し
い
も
の
が
正
応
五
年
六
月
二

五
日
に
発
給
さ
れ
て
い
る
（
副
進
文
書
1
ｆ
、
1
ｇ
）
こ
と
、
も

う
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
中
原
師
顕
の
名
前
が
、
嘉
元
三
年
（
一

三
〇
五
）
を
最
後
と
し
て
文
献
史
料
中
に
確
認
で
き
な
く
な
る
こ

と）
15
（

か
ら
、
作
成
年
代
の
上
限
を
正
応
五
年
、
下
限
を
嘉
元
三
年
と

推
測
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
去
長
保
四
年
礒
部
廣
信
下
賜
永
宣

旨
以
降
、
至
于
信
貞
、
相
傳
已
十
五
代
、
星
霜
三
百
余
迴
也
」
と

の
記
述
を
考
慮
す
る
と
、
作
成
年
代
の
範
囲
は
嘉
元
年
間
（
一
三

〇
三
〜
一
三
〇
六
）
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
。
嘉
元
年
間
は
、
榎
原

氏
が
指
摘
し
た
中
原
章
房
の
文
殿
寄
人
と
し
て
の
活
動
初
見
の
直

前
に
あ
た
り
、
章
房
自
身
が
こ
の
訴
訟
の
審
理
を
担
当
し
た
こ
と

も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
文
書
は
正

文
の
可
能
性
も
あ
る
。

こ
と
の
発
端
は
、
磯
部
行
種
の
猶
子
と
な
っ
た
（
藤
原
）
信
貞

（
五
四
六
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

五
四
七

が
供
御
院
預
職
を
相
続
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
信
貞
に
よ
る
相
続

に
対
し
て
大
炊
寮
家
の
中
原
師
顕
が
異
議
を
唱
え
、
訴
訟
に
発
展

し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
書
は
磯
部
信
貞
が
中
原
師
顕

の
訴
状
に
対
す
る
陳
状
と
し
て
公
家
政
権
の
法
廷
へ
提
出
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
基
本
的
に
師
顕
の
主
張
に
対
し
て
反
論
す
る
体

裁
が
と
ら
れ
て
い
る
。
信
貞
の
実
父
と
さ
れ
る
信
友
に
つ
い
て
は

史
料
上
に
そ
の
名
を
確
認
で
き
な
い
が
、
祖
父
信
茂
と
は
『
経
俊

卿
記
』
に
そ
の
名
が
み
え
る
藤
原
信
茂
で
あ
ろ
う）

16
（

。
信
貞
の
「
左

衛
門
少
尉
」
と
い
う
官
途
は
、
実
父
や
祖
父
の
も
の
を
踏
襲
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
中
に
「
且
信
貞
為
行
種
猶
子
改
姓
之

刻
、
令
言
上
事
由
之
處
、
改
姓
事
被
聞
食
畢
、
北
面
奉
公
不
可
有

子
細
之
由
、
被
下　

院
宣
畢
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
行
種
の
猶

子
と
な
る
以
前
か
ら
禁
裏
・
仙
洞
に
対
し
て
奉
公
し
て
い
た
こ
と

は
確
実
で
あ
る
。

文
書
1
は
後
半
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
訴
訟
の
詳
し
い

経
過
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
先
ほ
ど
一
覧
を

掲
げ
た
副
進
文
書
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
副
進

文
書
は
弘
安
八
年
か
ら
正
応
五
年
に
か
け
て
発
給
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
発
給
主
体
は
亀
山
上
皇
、
後
宇
多
天
皇
、
伏
見
天
皇
の
三
人

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
信
貞
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
の
が
、
正
応
五
年
に
伏
見
天
皇
よ
り
大
炊
寮
家

と
信
貞
の
双
方
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
綸
旨
（
副
進
文
書
1
ｆ
・
1

ｇ
）
な
の
は
間
違
い
な
い
。
本
文
中
の
割
書
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
こ
の
綸
旨
は
「
元
の
通
り
磯
部
信
貞
を
供
御
院
預
職
に
補

任
す
る
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
割
書
の
記
述
は
、
師
顕
の

訴
え
に
よ
り
一
旦
は
停
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
供
御
院
預
職
が
、
伏

見
天
皇
の
裁
許
に
よ
っ
て
再
び
信
貞
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

先
ほ
ど
、
文
書
1
の
作
成
年
代
は
嘉
元
年
間
と
推
定
さ
れ
る
と

述
べ
た
。
こ
れ
は
後
伏
見
天
皇
の
退
位
に
伴
っ
て
後
二
条
天
皇
が

即
位
し
、
後
宇
多
上
皇
に
よ
る
院
政
が
開
始
さ
れ
た
直
後
に
あ
た

る
。
一
度
は
落
着
し
た
訴
訟
が
再
び
提
起
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ

の
大
覚
寺
統
へ
の
政
権
交
代
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

さ
し
く
こ
の
頃
中
原
章
房
が
後
宇
多
上
皇
の
も
と
で
文
殿
寄
人
と

し
て
の
活
動
を
開
始
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｂ　

源
守
忠
訴
訟
関
連
文
書

巻
子
の
な
か
で
、
大
部
分
を
占
め
る
の
が
こ
の
案
件
に
関
連
す

る
文
書
で
あ
る
（
文
書
2
・
3
・
同
副
進
文
書
一
三
通
・
4
）。

こ
れ
は
、
源
（
中
院）

17
（

）
為
定
の
遺
領
と
家
督
の
相
続
を
め
ぐ
っ
て

の
源
守
忠
と
源
定
行
・
幸
徳
丸
（
家
房
）
ら
の
相
論
に
か
か
わ
る

も
の
で
あ
る
。

（
五
四
七
）　
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源
為
定
に
は
四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
も
跡
を
継
ぐ
べ
き
実
子
が

お
ら
ず
、
定
資
（
の
ち
に
改
名
し
て
定
行
）
を
養
子
と
し
た
が
、

定
資
が
養
父
為
定
に
敵
対
し
た
た
め
、
義
絶
し
て
い
る
（
文
書

2
・
副
進
文
書
3
ｂ
）。
為
定
の
死
後
は
、
結
局
実
子
の
守
忠
が

父
の
遺
領
等
を
相
続
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
者

た
ち
に
よ
り
、
次
々
と
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

三
通
の
陳
状
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
年
月
日
が
判

明
す
る
の
は
文
書
3
「
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
六
月
一
〇
日
源

守
忠
陳
状
案
」
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
合
計
一
三
通
の
副
進
文
書

は
、
文
書
3
の
料
紙
に
そ
の
ま
ま
書
き
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
推
測
し
て
、
文
書
3
を
進
上
す
る
に
あ
た
っ
て
副
進
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
副
進
文
書
に
続
け
て
文
書
4

も
書
か
れ
て
お
り
、
文
書
3
・
同
副
進
文
書
・
文
書
4
が
一
具
の

も
の
で
、
正
文
で
は
な
い
と
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
五
通

す
べ
て
が
文
書
2
の
副
進
文
書
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
文
書
2
の
最
後
に
は
「
三
巻
一
枚
」
の
「
具
書
都

合
卅
九
通
」
を
進
覧
す
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
さ
ら
に

多
く
の
副
進
文
書
が
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

文
書
3
・
4
に
か
か
る
幸
徳
丸
の
訴
訟
の
審
理
が
後
宇
多
上
皇

の
も
と
で
行
わ
れ
た
一
方
で
、
文
書
2
は
そ
れ
に
続
く
伏
見
院
政

期
（
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
〜
正
和
二
年
（
一
三
一
三
））
に

進
上
さ
れ
た
も
の
と
榎
原
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
書

2
は
伏
見
上
皇
に
進
上
さ
れ
た
定
行
の
訴
状
に
対
し
て
守
忠
が
反

論
を
加
え
た
陳
状
で
あ
る
。

た
だ
し
、
留
意
し
て
お
く
べ
き
な
の
は
、
文
書
2
が
年
記
を
記

さ
ず
、「
進
上　

長
門
前
司
殿
」
と
の
宛
所
を
も
つ
書
状
（
披
露

状
）
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
文
書
3
も
宛
所
こ
そ
記

し
て
い
な
い
が
、
状
末
に
て
後
宇
多
上
皇
へ
の
奏
達
を
依
頼
し
て

お
り
、
こ
れ
も
や
は
り
様
式
と
し
て
は
披
露
状
に
な
る
。
上
皇
の

も
と
で
裁
許
さ
れ
る
訴
訟
に
際
し
て
こ
の
よ
う
な
披
露
状
が
進
上

さ
れ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
訴
訟
自
体
が
正

式
に
院
文
殿
で
審
理
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
訴
人
が
そ
れ
ぞ
れ

「
内
々
」
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
自
身
へ
の
家
督
安
堵
を
願
い
出
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
こ
で
文
書
3
の
内
容

を
確
認
し
て
み
た
い
。
文
書
3
も
守
忠
の
陳
状
だ
が
、
こ
ち
ら
の

訴
人
は
守
忠
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
幸
徳
丸
（
源
家
房
）
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
文
書
3
が
作
成
さ
れ
た
の
は
徳
治
二
年
で
、
本

文
に
よ
る
と
、
去
々
年
（
嘉
元
三
年
＝
一
三
〇
五
）
五
月
頃
、
幸

徳
丸
は
ま
ず
「
前
民
部
卿
頼
藤
」
を
通
じ
て
亀
山
法
皇
に
自
身
の

家
督
安
堵
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
の
際
守
忠
に
対
し
て
問
状
が
下

さ
れ
た
も
の
の
、
結
局
そ
の
訴
え
は
捨
て
置
か
れ
た
と
い
う
。
幸

（
五
四
八
）　
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徳
丸
は
そ
の
結
果
に
納
得
せ
ず
、
そ
の
後
更
に
関
東
へ
と
訴
え
出

た
が
こ
れ
も
棄
却
さ
れ
て
い
る
。
副
進
文
書
3
ｊ
〜
3
ｍ
が
嘉
元

三
年
の
相
論
に
関
係
す
る
文
書
で
あ
る
。
幸
徳
丸
の
訴
訟
を
亀
山

法
皇
に
対
し
て
仲
介
し
た
「
前
民
部
卿
頼
藤
」
と
は
、
亀
山
法
皇

の
近
臣
で
、
後
宇
多
上
皇
の
伝
奏
も
つ
と
め
た
葉
室
頼
藤
で
あ
る
。

訴
を
提
起
し
よ
う
と
し
て
い
る
幸
徳
丸
に
と
っ
て
、
亀
山
・
後
宇

多
の
両
院
に
近
侍
す
る
頼
藤
と
の
繋
が
り
は
強
力
な
武
器
と
な
っ

た
に
違
い
な
い
。

一
方
、
文
書
2
に
は
、
訴
人
の
定
行
ら
が
乾
元
二
年
（
一
三
〇

三
）
に
後
宇
多
院
政
期
の
文
殿
に
お
け
る
対
決
で
敗
訴
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
院
宣
が
副
進
文
書
3
ｈ
で
あ
る
。
正

規
の
ル
ー
ト
を
経
た
審
理
の
結
果
、
訴
を
退
け
ら
れ
た
経
験
を
持

つ
定
行
が
、
前
回
と
異
な
る
「
内
々
」
の
手
段
で
訴
え
出
よ
う
と

す
る
の
は
あ
り
得
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
守
忠
も
、
文

書
2
の
形
式
上
の
宛
所
と
な
っ
て
い
る
「
長
門
前
司
殿
」
の
主
人

を
窓
口
と
し
て
訴
訟
に
臨
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
場
合
、
正
規
の
ル
ー
ト
を
外
れ
て
処
理
さ
れ
た
訴
訟

に
関
係
す
る
文
書
を
、
な
ぜ
中
原
章
房
が
入
手
で
き
た
の
か
と
い

う
点
が
問
題
と
な
る
が
、
例
え
ば
文
殿
寄
人
で
あ
る
章
房
に
対
し

て
何
ら
か
の
問
い
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
関
連
文
書
が
手
許
に
残
っ

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
一
世
紀
末
以
降
、
訴
訟
の
当
事
者

が
明
法
家
に
対
し
て
法
律
的
判
断
を
依
頼
す
る
こ
と
が
一
般
的
に

行
わ
れ
て
い
た）

18
（

。

も
う
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
正
規
の
ル
ー
ト
で
処
理
さ
れ

る
案
件
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
は
「
内
々
」
の
交
渉
を
伴
っ
て
い

た
可
能
性
で
あ
る
。
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
八
月
一
六
日
、
亀

山
院
の
院
評
定
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
案
件
が
審
理
さ
れ
た
。
摂
津

国
小
林
上
庄
の
相
続
を
め
ぐ
り
、
万
里
小
路
資
通
と
坊
城
俊
定
の

あ
い
だ
で
争
わ
れ
た
訴
訟
で
、
藤
原
兼
仲
は
評
定
の
場
に
証
拠
文

書
等
を
携
え
て
祗
候
し
て
い
る）

19
（

。
こ
の
争
い
は
建
治
年
間
に
端
を

発
す
る
も
の
で
、
弘
安
七
年
の
評
定
は
訴
が
再
度
提
起
さ
れ
た
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
段
階

で
は
平
信
輔
が
担
当
奉
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
信

輔
は
奉
行
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
す
る
一
方
で
、
自
身
が
家
司
と

し
て
仕
え
る
摂
政
鷹
司
兼
平
に
対
し
て
訴
訟
の
状
況
を
逐
一
報
告

し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

20
（

。
こ
れ
は
兼
平
が
資
通
方
に

肩
入
れ
し
て
い
た
た
め
で
、
同
じ
く
兼
平
の
家
司
で
あ
っ
た
兼
仲

も
資
通
と
兼
平
と
の
あ
い
だ
を
仲
介
し
て
お
り
、
資
通
か
ら
披
露

状
を
受
け
取
っ
て
い
る）

21
（

。
文
書
2
・
3
が
正
式
な
陳
状
と
し
て
で

は
な
く
内
々
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
過
程
で
進
上
さ
れ
た
も
の
だ

と
す
る
と
、
文
書
2
の
宛
所
と
し
て
み
え
る
「
長
門
前
司
殿
」
の

主
人
も
、
摂
関
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
実
力
者
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
五
四
九
）　
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史
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設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

ま
た
、
鎌
倉
幕
府
の
法
廷
に
お
い
て
は
、
審
理
の
進
め
方
が
不

適
当
で
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
を
訴
え
る
「
庭
中
」
が
認
め
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
庭
中
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
執
権
（
得
宗
）
が
自
ら

「
理
非
」
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
な
審
理

は
幕
府
引
付
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
訴
訟

制
度
の
あ
り
方
は
、「
外
様
」（
正
規
）
の
ル
ー
ト
で
あ
れ

「
内
々
」
の
ル
ー
ト
で
あ
れ
、
単
独
で
完
結
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、
相
互
補
完
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い
う
実
態
を
表
わ
す
も

の
で
あ
ろ
う）

22
（

。

な
お
、
源
守
忠
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
関
連

文
書
が
見
出
さ
れ
な
い
た
め
推
測
す
る
ほ
か
な
い
が
、『
尊
卑
分

脈
』
の
源
守
忠
の
項
目
に
「
嫡
云
々
」
と
の
記
述
が
み
え
る
の
で
、

結
局
守
忠
が
為
定
の
嫡
子
と
し
て
認
め
ら
れ
、
定
行
や
幸
徳
丸
ら

の
主
張
は
こ
と
ご
と
く
退
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
文
書
群
に
つ
い
て
検
討
す
る
う
え
で
特
筆
す
べ
き
点
が
も
う

ひ
と
つ
あ
る
。
こ
の
訴
訟
は
公
家
で
あ
る
村
上
源
氏
一
族
の
家
督

相
承
に
端
を
発
す
る
も
の
だ
が
、
副
進
文
書
の
な
か
に
「
関
東
安

堵
状
」
と
の
端
書
が
付
さ
れ
た
「
沙
弥
崇
暁
」「
沙
弥
崇
演
」
か

ら
の
消
息
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
崇
暁
」「
崇

演
」
は
北
条
貞
時
の
法
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
家
の
家
内
部

で
の
争
い
を
め
ぐ
っ
て
の
相
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
出
家
し

て
執
権
の
職
か
ら
離
れ
た
得
宗
が
、
そ
の
裁
許
に
関
与
し
て
文
書

ま
で
発
給
し
た
こ
と
を
示
す
興
味
深
い
史
料
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ

う
。先

に
述
べ
た
内
容
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
守
忠
の
陳
状

な
ど
の
な
か
で
関
東
に
よ
る
裁
許
に
触
れ
て
い
る
部
分
を
ま
と
め

る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
入
道
（
家
定
卿
）
は
「
故
入
道
殿
時
」
に
、
自
身
の
所
領
な
ど

に
つ
い
て
、
為
定
朝
臣
に
実
子
が
で
き
た
場
合
す
べ
て
相
続
さ
せ

る
と
関
東
に
存
知
さ
せ
た
（
副
進
文
書
3
ａ
）。

②
嘉
元
三
年
に
、
幸
徳
丸
は
民
部
卿
（
葉
室
）
頼
藤
を
通
じ
て
、

亀
山
法
皇
に
訴
訟
を
持
ち
込
ん
だ
が
、
い
わ
れ
の
な
い
望
み
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
訴
え
は
棄
却
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
幸
徳
丸
は
同
様
に
訴
訟
を
関
東
に
持
ち
込
ん
だ
が
、
同

じ
く
捨
て
置
か
れ
た
（
文
書
3
）。

③
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）・
嘉
元
三
年
の
得
宗
に
よ
る
安
堵
状

は
、
当
家
の
代
々
の
例
と
し
て
関
東
よ
り
賜
っ
た
も
の
で
あ
る

（
文
書
3
）。

以
上
の
内
容
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
正
安
・
乾
元
年
間
（
一
二

九
九
〜
一
三
〇
三
）
頃
に
は
、
関
東
（
＝
得
宗
）
の
安
堵
が
す
で

に
先
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
副
進
文
書

3
ｋ
・
3
ｌ
な
ど
を
み
る
と
、
守
忠
に
院
宣
を
下
す
に
あ
た
っ
て
、

（
五
五
〇
）　
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一

院
が
得
宗
か
ら
の
書
状
（
副
進
文
書
3
ｊ
）
を
確
認
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
名
目
と
し
て
は
公
的
な
立
場
を
退
い
た
一
個
人

に
過
ぎ
な
い
得
宗
か
ら
安
堵
を
受
け
て
い
る
、
と
の
意
識
が
当
時

の
人
び
と
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が

あ
ろ
う
。
文
書
3
な
ど
で
は
、
家
督
相
続
の
安
堵
を
授
か
っ
た
対

象
に
つ
い
て
あ
く
ま
で
「
関
東
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
当
時
「
得
宗
す
な
わ
ち
関
東
」
と
の
意
識
が
朝
廷
関
係

者
の
あ
い
だ
で
生
ま
れ
、
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
可

能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

Ｃ　

中
原
章
房
所
領
申
請
関
連
文
書

第
一
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
子
所
収
の
文
書
の
中
で
文
書

5
の
み
が
純
粋
な
訴
訟
関
係
文
書
で
は
な
い
。
こ
れ
は
日
頃
の
章

房
の
奉
公
の
さ
ま
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
上
で
、
そ
の
奉
公
に
対
す
る

報
償
と
し
て
の
所
領
の
給
付
を
求
め
る
申
状
で
あ
る
。
そ
の
う
え

で
、
給
与
を
受
け
る
所
領
の
候
補
と
し
て
、
摂
州
石
占
村
、
隼
人

正
の
職
に
伴
う
権
益
、
江
州
野
田
山
保
な
ど
を
次
々
と
挙
げ
て
い

る
。文

書
5
は
、
年
記
が
な
い
う
え
に
冒
頭
部
分
が
欠
落
し
て
い
る

た
め
に
、
そ
の
作
成
時
期
の
特
定
が
困
難
で
あ
る
。
榎
原
氏
は
章

房
が
「
主
税
助
」
と
署
判
し
て
い
る
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
、

章
房
が
主
税
助
に
就
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
延
慶
二
年
（
一
三

〇
九
）
〜
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八）

23
（

）
の
期
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の

と
推
定
し
た
。
章
房
が
発
給
に
か
か
わ
っ
た
文
書
に
つ
い
て
今
少

し
検
討
し
て
み
る
と
、「
主
税
助
」
と
署
判
し
て
い
る
も
の
の
う

ち
最
も
年
代
が
新
し
い
の
は
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
の
宣
旨
で
、

そ
れ
以
降
彼
が
主
税
助
に
任
官
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
嘉
暦
三
年
の
段
階
で
は
大
判
事
・
明
法
博
士
・
左
衛
門

大
尉
に
加
え
て
、
造
酒
正
・
山
城
守
を
兼
官
し
て
お
り
、
そ
の
頃

の
章
房
が
経
済
的
に
困
窮
し
た
状
況
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

と
く
に
造
酒
正
は
、
後
年
局
務
中
原
氏
に
よ
っ
て
代
々
世
襲
さ
れ

る
官
職
で
、
か
な
り
の
収
益
が
期
待
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る）

24
（

。
以

上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
文
書
5
は
章
房
が
文
殿
寄
人
に
就
任
し

て
間
も
な
い
延
慶
・
正
和
年
間
（
一
三
〇
八
〜
一
三
一
七
）
に
作

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
文
書

1
の
作
成
時
期
と
推
測
さ
れ
る
嘉
元
年
間
（
一
三
〇
三
〜
一
三
〇

六
）、
文
書
2
が
作
成
さ
れ
た
伏
見
院
政
期
（
延
慶
二
年
〜
正
和

二
年
）
と
も
時
期
的
に
近
く
、
こ
れ
ら
の
文
書
が
同
時
期
に
作

成
・
収
集
さ
れ
た
も
の
と
い
う
推
測
と
矛
盾
し
な
い
。

最
後
に
、
な
ぜ
章
房
が
巻
子
に
収
め
ら
れ
た
文
書
群
を
収
集
す

る
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
本
文
中

に
お
い
て
章
房
は
複
数
の
所
領
・
所
職
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る

（
五
五
一
）　



五
五
二

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

が
、
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
前
御
代
俸
禄
」
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
吉
神
主
津
守
国
冬）

25
（

に
よ
っ
て
奪
わ

れ
た
と
い
う
摂
州
石
占
村
で
あ
る
。
章
房
は
所
領
が
押
領
さ
れ
て

か
ら
程
な
く
国
冬
の
不
法
を
訴
え
出
た
が
、「
難
及
御
沙
汰
」
と

し
て
却
下
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
書
5
の
進
上

に
よ
っ
て
、
章
房
は
石
占
村
の
知
行
権
を
再
び
主
張
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

文
書
5
の
作
成
年
代
と
推
測
さ
れ
る
延
慶
・
正
和
年
間
の
情
勢

を
み
て
み
る
と
、
延
慶
元
年
に
後
二
条
天
皇
が
崩
御
し
、
花
園
天

皇
が
即
位
し
た
た
め
に
、
治
天
の
君
は
後
宇
多
上
皇
か
ら
伏
見
上

皇
に
交
代
し
て
い
る
。
一
度
裁
許
さ
れ
た
訴
訟
が
治
天
の
交
替
に

伴
っ
て
再
び
法
廷
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、
両
統
迭
立
期
に
し
ば

し
ば
み
ら
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
と
き
に
は
貴
族
の
家
領
の
管
領
者

が
変
更
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
存
在
し
た）

26
（

。
こ
れ
は
先
に
み
た

源
守
忠
の
訴
訟
に
お
い
て
、
源
定
行
が
家
督
安
堵
を
願
い
出
た
の

と
同
様
と
い
え
る
。
ま
た
、
文
書
1
に
み
え
る
供
御
院
預
職
の
訴

訟
に
つ
い
て
も
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
訴
訟
が
繰
り
返
さ
れ
て
お

り
、
皇
統
の
交
代
に
際
し
て
越
訴
が
起
こ
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
と
述
べ
た
。
章
房
は
一
度
失
っ
て
し
ま
っ
た
所
領
に
対
す
る

権
利
を
主
張
す
る
に
あ
た
り
、
同
様
の
事
例
を
収
集
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
章
房
が
集
積
し
た
文
書
は
、
現
存
す
る
も
の
よ

り
も
さ
ら
に
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関

係
文
書
」
に
つ
き
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
紹

介
し
た
文
書
は
、
欠
落
し
て
い
る
部
分
が
少
な
く
な
く
、
一
見
す

る
と
断
片
的
な
情
報
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
実
際
に
は
両
統
迭
立
期
の
朝
廷
に
お
け
る
訴
訟
制
度
運
営

の
あ
り
方
や
、
中
原
章
房
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
法
曹
実
務
官
人

の
活
動
の
実
態
を
検
討
し
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な
情
報
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

政
治
情
勢
の
な
か
に
身
を
置
き
な
が
ら
、「
内
々
」
の
訴
訟
ル
ー

ト
や
鎌
倉
幕
府
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
駆
使
し
、
治
天
の
君

か
ら
自
身
に
有
利
な
裁
許
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
当
該
期
の
公
家

官
人
ら
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
得

ら
れ
る
情
報
を
さ
ら
に
追
究
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
柳
原
本
に
残

る
中
原
氏
関
係
史
料
な
ど
を
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

註（1
）　

榎
原
雅
治
「
史
料
紹
介　

本
所
所
蔵
「
文
殿
訴
訟
関
係
文
書

（
五
五
二
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

五
五
三

写
」」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
一
九
九
七

年
）。
以
下
、
榎
原
氏
の
所
説
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
2
）　

田
代
和
生
・
丸
島
和
洋
・
五
島
敏
芳
・
中
島
圭
一
・
古
川
元

也
・
井
奥
成
彦
・
浜
野
潔
・
速
見
融
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

慶
應
義

塾
大
学
の
古
文
書
│
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
史
料
を
中
心
に
│
」

（『
史
学
』
第
八
一
巻　

第
一
・
二
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
3
）　

文
書
2
に
は
守
忠
の
花
押
が
み
ら
れ
ず
、
案
文
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
「
判
」「
在
判
」
と
い
っ
た
付
記
も
な
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
そ
も
そ
も
守
忠
が
花
押
を
据
え
ず
に
文
書
を
進
上

し
た
可
能
性
や
、
裏
花
押
を
付
し
た
も
の
の
相
矧
ぎ
の
際
に
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
文
書
名
に

「
案
」
は
付
さ
な
い
。

（
4
）　

副
進
文
書
3
ｅ
に
は
「
院
宣
案　

亀
山
法
皇
御
方
」
と
の
註
記

が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
文
書
の
発
給
さ
れ
た
正
安

二
年
は
後
伏
見
天
皇
の
在
位
中
に
あ
た
り
、
伏
見
上
皇
に
よ
る
院

政
が
敷
か
れ
て
い
た
た
め
、
亀
山
法
皇
に
よ
っ
て
所
領
安
堵
の
院

宣
が
下
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
従
っ
て
、
原
本
の
註
記
は
誤

記
と
判
断
し
、
発
給
主
体
を
伏
見
上
皇
に
比
定
し
た
。

（
5
）　

副
進
文
書
3
ｆ
に
は
「
院
宣
案　

後
深
草
院
御
方
」
と
の
註
記

が
付
さ
れ
て
い
る
。
正
安
二
年
が
伏
見
院
政
下
だ
っ
た
こ
と
は
註

4
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
副
進
文
書
3
ｆ
の
奉
者
は
「
宮
内

卿
」
だ
が
、
こ
れ
は
藤
原
顕
相
で
あ
る
。
正
安
年
間
に
顕
相
が
伏

見
上
皇
の
院
宣
の
奉
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
一
方

で
（「
伏
見
上
皇
院
宣
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
七
巻
、
二
〇
七
九
七

号
））、
当
該
期
に
後
深
草
法
皇
の
奉
者
と
な
っ
て
い
る
例
が
他
に

み
ら
れ
な
い
た
め
、
原
本
の
註
記
は
誤
記
と
判
断
し
、
発
給
主
体

を
伏
見
上
皇
に
比
定
し
た
。

（
6
）　

副
進
文
書
3
ｉ
に
は
「
院
宣
案　

亀
山
法
皇
御
方
」
と
の
註
記

が
付
さ
れ
て
い
る
。
乾
元
二
年
は
後
宇
多
院
政
下
に
あ
り
、「
大
蔵

卿
」（
高
階
重
経
）
が
後
宇
多
上
皇
の
奉
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
た
め
（「
後
宇
多
上
皇
院
宣
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
八

巻
、
二
一
三
五
〇
号
））、
原
本
の
註
記
は
誤
記
と
判
断
し
、
発
給

主
体
を
後
宇
多
上
皇
に
比
定
し
た
。

（
7
）　

副
進
文
書
3
ｌ
に
は
「
亀
山
法
皇
御
方
」
と
の
註
記
が
付
さ
れ

て
い
る
。
嘉
元
三
年
が
後
宇
多
院
政
下
な
の
は
乾
元
二
年
と
同
様

で
、
副
進
文
書
3
ｉ
と
同
じ
く
高
階
重
経
が
奉
者
を
つ
と
め
て
い

る
が
、
こ
の
時
期
重
経
は
亀
山
・
後
宇
多
両
院
の
院
宣
発
給
に
携

わ
っ
て
い
た
（「
亀
山
上
皇
院
宣
案
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
九
巻
、

二
二
一
六
二
号
）、「
後
宇
多
上
皇
院
宣
案
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
二

九
巻
、
二
二
七
〇
九
号
））。
さ
ら
に
は
、
副
進
文
書
3
ｋ
・
3
ｌ

に
は
「
関
東
か
ら
の
返
事
を
（
院
に
）
奏
覧
し
た
」
と
の
記
述
が

共
通
し
て
み
え
る
。
こ
れ
は
文
書
3
に
て
言
及
さ
れ
て
い
る
「
随

則
件
関
東
状
備
叡
覧
之
由
、
重
被
下　

法
皇
御
方　

當
御
代
兩
御

方
院
宣
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
副
進
文
書
3
ｋ
は

後
宇
多
上
皇
に
奏
覧
し
た
こ
と
を
伝
奏
の
吉
田
定
房
か
ら
守
忠
に

伝
達
し
た
書
状
だ
と
考
え
る
と
、
必
然
的
に
副
進
文
書
3
ｌ
は
亀

山
法
皇
に
対
す
る
奏
覧
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
院
宣
に
相
当

す
る
。
従
っ
て
発
給
主
体
を
亀
山
法
皇
に
比
定
し
た
。

（
8
）　

副
進
文
書
3
ｍ
（
史
料
編
纂
所
本
の
文
書
一
ｏ
）
に
つ
い
て
、

榎
原
氏
は
文
書
名
を
「
後
宇
多
上
皇
院
宣
案
」
と
し
て
い
る
。
こ

の
文
書
に
は
「
幸
徳
丸
掠
申
之
」
と
の
註
が
付
さ
れ
て
お
り
、
内

容
と
し
て
は
幸
徳
丸
よ
り
申
状
が
進
上
さ
れ
た
と
し
て
、
守
忠
に

（
五
五
三
）　



五
五
四

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

対
し
て
陳
状
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
書
3
に

お
い
て
「
掠
申
入
子
細
於　

法
皇
御
方
、
雖
申
下
問
状　

院
宣

候
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
問
状
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
副
進
文
書
3
ｍ
を
奉
じ
て
い
る
の
は
葉
室
頼
藤
で
、
彼
が

幸
徳
丸
の
訴
訟
を
仲
介
し
た
旨
の
記
述
と
も
一
致
す
る
。
従
っ
て

発
給
主
体
を
亀
山
法
皇
に
比
定
し
た
。

（
9
）　

古
川
元
也
「
流
転
す
る
中
世
文
書
へ
の
視
角
│
園
城
寺
文
書
・

東
大
寺
文
書
の
事
例
│
」（『
史
学
』
第
八
一
巻　

第
一
・
二
号
、

二
〇
一
二
年
）。

（
10
）　

京
都
大
学
に
よ
っ
て
昭
和
四
年
に
影
写
本
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
写
真
帳
が
「〔
山
科
〕
毘
沙
門
堂
記
録
」（
請
求
番
号
六
一
一

五
／
九
）
と
し
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　
「
毘
沙
門
堂
記
録
」
の
な
か
で
『
実
躬
卿
記
』
を
書
写
し
た
箇

所
の
冒
頭
に
「
実
照
卿
記
」
と
の
題
箋
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は

実
躬
と
い
う
文
字
を
誤
読
し
た
た
め
に
後
世
付
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
題
箋
を
付
し
た
人
物
が
毘
沙
門
堂
本
を

『
実
躬
卿
記
』
の
一
部
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
12
）　

継
目
黒
印
を
手
が
か
り
と
し
て
第
一
六
紙
奥
と
第
一
一
紙
端
の

接
続
を
試
み
る
と
、
第
一
一
紙
の
最
初
の
行
が
隠
れ
て
し
ま
う
の

で
、
毘
沙
門
堂
本
の
誤
字
の
う
ち
の
一
行
分
の
欠
落
に
つ
い
て
説

明
を
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の
印
影
の
上

下
位
置
は
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
う
え
に
、
第
一
〇
紙
と
第
一
六
紙

の
印
は
明
ら
か
に
接
続
し
な
い
た
め
、
継
目
黒
印
を
捺
し
た
段
階

と
毘
沙
門
堂
本
筆
写
の
段
階
で
は
錯
簡
状
況
の
違
い
が
あ
っ
た
と

い
え
る
。

（
13
）　
「
供
御
院 

在
大
炊
寮
中
、
納
畿
内
御
稲
、
供
御
中
宮
東
宮
御
飯
、

以
史
生
為
預
」（『
西
宮
記
』
八　

諸
院
）。

（
14
）　
『
類
聚
符
宣
抄
』
に
収
載
さ
れ
た
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
正

月
廿
七
日
付
の
宣
旨
に
は
、

右
少
弁
藤
原
朝
臣
広
業
伝
宣
、
左
大
臣
（
藤
原
道
長
）
宣
、

大
炊
寮
供
御
院
預
磯
部
満
利
譲
替
、
冝
永
以
磯
部
満
輔
補
之

者
、

寛
弘
七
年
正
月
廿
七
日　

右
少
史
竹
田
宣
理
奉

と
あ
り
、
磯
部
満
輔
が
満
利
の
譲
に
よ
り
供
御
院
預
職
に
補
任
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

類
聚
符
宣

抄
』
第
七　

定
所
々
別
当
勾
当
）。

（
15
）　
「
嘉
元
三
年
四
月
攝
録
渡
領
目
録
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
九
巻
、

二
二
一
九
六
号
）
に
「
遠
江
国　

大
外
記
師
顕
相
伝
云
々
、
浅
羽

庄
田
百
六
十
九
町
三
段
六
十
歩
」
と
の
記
述
が
み
え
、
ま
た
『
実

躬
卿
記
』
同
年
九
月
二
五
日
条
に
も
師
顕
の
名
が
確
認
で
き
る
の

で
、
こ
の
年
ま
で
存
命
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
16
）　
『
経
俊
卿
記
』
建
長
六
年
八
月
五
日
条
に
て
、
准
后
四
条
貞
子

（
西
園
寺
実
氏
室
）
の
参
内
に
供
奉
し
た
者
の
中
に
「（
左
衛
門

尉
）
信
茂
」
の
名
が
み
え
る
。

（
17
）　

毘
沙
門
堂
本
の
文
書
3
ｂ
・
3
ｆ
の
写
に
よ
っ
て
源
為
定
・
守

忠
に
言
及
し
て
い
る
宮
本
直
哉
（「
中
世
〜
近
世
初
頭
に
お
け
る
押

水
三
箇
荘
地
域
の
検
証
」（
石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
竹

生
野
遺
跡
』
発
掘
調
査
報
告
書
、
一
九
八
八
））・
岡
野
友
彦

（「『
中
院
流
家
領
目
録
草
案
』（
久
我
家
文
書
）
の
検
討
」（『
中
世

久
我
家
と
久
我
家
領
荘
園
』
第
二
編
第
一
章
、
続
群
書
類
従
完
成

会
、
二
〇
〇
二
年
））
の
両
氏
は
、
彼
ら
の
家
名
に
つ
い
て
「
堀

川
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
文
書
3
ｂ
・
3
ｈ
・
3
ｉ
に

（
五
五
四
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
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古
文
書
室
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房
関
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」

五
五
五

お
い
て
は
父
子
二
代
に
わ
た
っ
て
「
中
院
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
、
家
名
と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
18
）　

上
杉
和
彦
「
摂
関
院
政
期
の
明
法
家
と
王
朝
国
家
│
中
世
公
家

訴
訟
制
度
成
立
史
の
一
視
角
│
」（『
史
学
雑
誌
』
第
九
五
編
第
一

一
号
、
一
九
八
六
年
）。

（
19
）　
『
勘
仲
記
』
弘
安
七
年
八
月
一
六
日
条
。

（
20
）　

本
郷
和
人
『
中
世
朝
廷
訴
訟
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
五
年
）。

（
21
）　
「
年
未
詳
（
建
治
二
年
カ
）
五
月
一
二
日
資
通
書
状
」（『
鎌
倉

遺
文
』
第
一
六
巻
、
一
二
六
二
四
号
）、「
年
未
詳
（
建
治
二
年

カ
）
資
通
書
状
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
一
六
巻
、
一
二
六
二
五
号
）、

「
弘
安
四
年
閏
七
月
一
〇
日
資
通
書
状
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
一
九
巻
、

一
四
三
八
七
号
）。

（
22
）　

筧
雅
博
「「
内
々
」
の
意
味
す
る
も
の
」（『
こ
と
ば
の
文
化

史
』
中
世
4
、
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
）。

（
23
）　
「（
延
慶
二
年
八
月
カ
）
法
官
勘
文
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
一
巻
、

二
三
七
五
二
号
）
に
「
主
税
助
兼
少
判
事
左
衛
門
権
少
尉
藤
原
朝

臣
章
房
上
」、「
正
和
四
年
八
月
八
日
免
者
宣
旨
」（『
鎌
倉
遺
文
』

第
三
三
巻
、
二
五
五
九
六
号
）
に
「
主
税
助
兼
左
衛
門
権
少
尉
安

芸
権
介
中
原
朝
臣
章
房
奉
」、「
嘉
暦
二
年
三
月
七
日
記
録
所
施
行

状
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
八
巻
、
二
九
七
六
五
号
）・「
嘉
暦
二
年

五
月
四
日
中
原
章
房
書
状
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
八
巻
、
二
九
八

三
八
号
）
に
「
左
衛
門
大
尉
章
房
」、「
嘉
暦
三
年
九
月
日
明
法
博

士
坂
上
明
清
・
同
中
原
章
房
触
穢
勘
文
」（『
鎌
倉
遺
文
』
第
三
九

巻
、
三
〇
三
七
三
号
）
に
「
大
判
事
兼
明
法
博
士
造
酒
正
左
衛
門

大
尉
山
城
守
中
原
朝
臣
章
房
」
と
署
判
す
る
。

（
24
）　

遠
藤
珠
紀
「「
官
司
請
負
制
的
」
局
務
家
相
伝
諸
寮
司
の
運
営

体
制
」（『
中
世
朝
廷
の
官
司
制
度
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）。

章
房
は
局
務
中
原
氏
の
出
身
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
官
司
請

負
制
は
ま
だ
完
全
に
固
定
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
と
遠
藤
氏
が

指
摘
し
て
い
る
。

（
25
）　
「
文
保
元
年
五
月
日
東
大
寺
学
侶
衆
徒
訴
状
」（『
鎌
倉
遺
文
』

第
三
四
巻
、
二
六
二
一
一
号
）
に
名
が
み
え
る
住
吉
神
主
（
津

守
）
国
冬
と
同
一
人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
）　

臼
井
信
義
「
治
世
の
交
替
と
廷
臣
所
領
の
転
変
│
山
科
家
の
係

争
│
」（『
日
本
歴
史
』
二
五
三
号
、
一
九
六
九
年
）。

【
凡
例
】

・
利
用
の
便
に
鑑
み
て
、
錯
簡
を
正
し
て
配
列
し
た
。

・
一
点
ご
と
の
文
書
の
冒
頭
の
﹇　
　

﹈
に
、
解
説
で
示
し
た
文

書
番
号
と
文
書
名
を
掲
げ
た
。

・
文
書
の
法
量
は
一
紙
ご
と
に
示
し
た
。

・
破
損
し
た
箇
所
で
、
史
料
編
纂
所
本
に
よ
り
復
元
可
能
な
文
字

は
、「
イ
」
の
記
号
を
付
し
て
校
訂
し
た
。（

五
五
五
）　
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五
六
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念
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）

『
供
御
院
預
左
衛
門
云
々
』

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
一
紙
）（
縦32.1

×
横51.3cm

）

［
1　

供
御
院
預
磯
部
信
貞
陳
状
］

供
御
院
預
左
衛
門
少
尉
礒
部
信
貞
謹
言
上
、

欲
早
依
累
代
相
傳
道
理
、
且
任
度
　々

勅
裁
旨
、
被
停
止
寮
家
師
顕

朝
臣
非
據
競
望
當
軄
間
事
、

副
進
、

一
通　

院
宣
案　
弘
安
八
年
九
月　

日

信
良
改
姓
事
被
聞
食
由
事
、

一
通　

院
宣
案　
弘
安
八
年
十
一
月
廿
五
日

礒
部
氏
中
以
帯
道
理
之
仁
、
可
計
補
由
事
、

一
通　

寮
家
任
符
案　
弘
安
八
年
十
二
月
十
六
日

信
貞
改
姓
令
相
傳
文
書
、
仍
令
定
補
由
事
、

一
通　

同
擧
状
案　
弘
安
九
年
二
月
廿
三
日

信
貞
申　

宣
旨
任
先
例
可
有
御　

奏
聞
由
事
、

一
通　

宣
旨
案　
弘
安
九
年
三
月
廿
日

任
行
種
譲
、
信
貞
永
為
彼
軄
、
子
々
孫
々
可
執
行
由
事
、

一
通　

綸
旨
案　
被
下
寮
家
正
應
五
年
六
月
廿
五
日

供
御
院
預
軄
、
如
元
可
被
返
付
信
貞
由
事
、

一
通　

同
綸
旨
案　
被
下
信
貞
同
年
同
月　

日

供
御
院
預
軄
事
、
如
元
可
返
付
之
旨
被
仰
師
顕
由
事
、

自
余
次
第
證
文
并　

綸
旨
・
院
宣
等
先
進
之
間
、
畧
之
、

右
、
供
御
院
預
軄
者
、　

一
條
院
御
宇
去
長
保
四
年
礒
部
廣
信
下
賜
永　

宣
旨

以
降
、
至
于
信
貞
、
相
傳
已
十
五
代
、
星
霜
三
百
余
迴
也
、
其
間
雖
為
一
代
、
無
寮

家
知
行
之
例
、
爭
可
致
新
儀
非
據
之
悕
望
哉
、
而
今
如
所
下
賜
之
文
書

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
継
目
黒
印
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
外
題　

朱
筆
）

（
中
原
）

（
貼
紙
）

「
三
う
」

〔
希
〕

（
五
五
六
）　
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五
五
七

（
第
二
紙
）（
縦32.2

×
横51.3cm

）

者
、
寮
家　

奏
聞
状
數
通
在
之
、
何
年
月
之
状
乎
不
存
知
之
、
雖
為
一
通

未
被
尋
下
之
間
、
始
而
所
令
披
見
也
、
所
謂
彼
状
云
、
信
貞
者
信
茂
孫
、
信
友
子
、

重
代
藤
原
氏
也
、
且
弘
安
八
年
八
月
日
、
任
左
衛
門
尉
之
時
藤
原
之
条
、
召
名
分

明
也
、
捨
烈
祖
姓
、
稱
礒
部
行
種
猶
子
、
横
補
之
、
令
叶
道
理
否
云
々
、

取
詮
、　
「
二
う
」

此
條
存
外
也
、
或
出
重
代
累
葉
之
家
、
入
他
氏
而
稟
継
其
跡
、
或
雖
為
異

姓
他
人
身
、
成
猶
子
而
相
傳
所
帯
者
、
貴
賤
之
通
規
、
世
上
之
常
法
也
、
今
古

之
例
、
不
遑
言
擧
、
呪
不
可
尋
例
於
他
家
、
當
軄
之
先
祖
行
軄
者
遷
三

善
氏
、
而
安
元
二
年
八
月
日
還
本
姓
礒
部
畢
、
父
任
官
之
後
改
姓
之
輩
、
遠

則
少
内
記
藤
原
重
真
、
保
安
五
年
正
月
日
改
惟
宗
、
右
兵
衛
尉
中
原
安
頼
、
永
萬

二
年
三
月
日
改
平
姓
、
少
判
事
坂
上
明
基
、
承
安
三
年
八
月
日
改
中
原
、

近
則
少
内
記
久
廣
、
弘
安
十
年
十
二
月
左
衛
門
尉
拜
任
之
時
為
安
倍
、
正
應
四

年
十
月
日
任
右
小
史
之
時
為
三
善
等
是
也
、
自
余
例
不
能
羅
縷
、
且

信
貞
為
行
種
猶
子
改
姓
之
刻
、
令
言
上
事
由
之
處
、
改
姓
事
被

聞
食
畢
、
北
面
奉
公
不
可
有
子
細
之
由
、
被
下　

院
宣
畢
、
案
文
進
覧
之
、

因
玆
去
弘
安
八
年
十
一
月
日
、
定
澄
与
信
貞
相
論
之
刻
、
被
下　

院
宣
於

寮
家
云
、
供
御
院
預
軄
事
、
兩
方
申
状
遣
之
、
礒
部
氏
中
以
帯
道
理

之
仁
可
計
補
云
々
、

取
詮
、
因
玆
寮
家
補
任
状
云
、
信
貞
為
行
種
猶
子
改
姓
、
令

相
傳
文
書
畢
、
仍
所
定
補
也
云
々
、
彼
状
案
進
覧
之
、
筆
跡
未
乾
、
何
今

可
申
子
細
哉
、
姧
曲
之
至
、
不
能
左
右
者
歟
、
加
之
寮
家
父
出
擧
状
云
、
供

御
院
預
軄
礒
部
信
貞
申　

宣
旨
解
状
謹
進
上
候
、
任
先
例
可
有
御　

（
藤
原
）

（
藤
原
）

（
貼
紙
）

〔
況
〕

（
五
五
七
）　
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奏
聞
云
々
、

取
詮
、
仍
蒙　

宣
旨
状
云
、
應
早
任
代
　々

宣
旨
、
且
依
行
種
譲
、
令
左

衛
門
尉
礒
部
信
貞
為
當
寮
供
御
院
預
、
子
々
孫
々
相
傳
領
掌
云
々
、

取
詮
、

（
継
目
黒
印
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
三
紙
）（
縦32.3

×
横51.8cm

）

彼
擧
状
并　

宣
旨
案
同
進
覧
于
右
、
凡
以
帯
道
理
之
仁
、
可
計
補
之
由
、

預　

勅
定
、
即
令
定
補
信
貞
之
上
、
或
捧
擧
状
、
忝
驚　

天
聴
、
任
行
種

譲
、
子
々
孫
々
相
傳
領
掌
之
由
、
被
下　

宣
旨
畢
、
輙
難
及
一
言
之
濫
訴
者

乎
、
而
今
不
顧
先
日
之
成
敗
、
奉
弃
破
厳
重
鳳
文
、
巧
出
新
儀
自
由
之

非
據
、
恣
望
申
累
代
相
傳
之
所
軄
、
信
貞
改
姓
横
補
之
企
、
不
叶
道
理
、
可

被
付
寮
家
之
旨
、
競
望
之
條
、
誠
是
叶
理
致
否
、
為
憲
法
否
、
併
所
仰

勅
断
也
、

同
状
云
、
被
優
老
躰
之
奉
公
、
被
止
非
分
信
貞
之
知
行
、
被
返
付
寮
家
者
、
可
為

徳
政
歟
云
々
、

取
詮
、

此
条
、
寄
事
於
老
躰
之
奉
公
、
猥
於
令
望
補
他
人
之
所
帯
者
、
何
輩
可

全
相
傳
之
軄
哉
、
難
堪
次
第
也
、
信
貞
已
為
十
五
代
相
傳
之
軄
、
帯
代
々

厳
重
之　

宣
旨
・
院
宣
并
次
第
調
度
之
文
書
、
相
傳
異
于
他
、
争
可
稱

非
分
知
行
之
由
哉
、
無
謂
申
状
也
、

同
状
云
、
信
貞
等
朝
要
何
事
哉
、
云
々
、

取
詮
、

此
条
、
必
雖
非
朝
要
之
器
、
如
此
之
所
帯
、
或
任
先
祖
相
承
、
或
依
由
緒
相

傳
、
甲
乙
輩
面
々
領
掌
之
条
、
傍
例
滿
于
耳
目
、
當
軄
何
及
異
議
乎
、

且
長
保
年
中
、
廣
信
賜　

宣
旨
補
件
軄
以
来
、　

天
朝
之
御
宇
二
十
六

（
五
五
八
）　
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應
義
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大
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文
学
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古
文
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蔵
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五
五
九

代
、
私
門
之
知
行
一
十
五
代
、
全
以
朝
要
之
儀
不
被
補
之
、
代
　々

宣
旨
文
不
載

其
子
細
、
只
任　

聖
代
之
佳
例
、
依
累
代
之
相
傳
、
所
令
補
任
領
掌
也
、
況
朝

要
之
段
、
於
信
貞
者
、
褻
晴　

御
幸
之
所
役
、　

禁
裏
仙
洞
之
奉　

公
、
随
分

勤
節
有
忠
無
懈
、
勞
功
之
道
、
雖
異
朝
要
之
儀
、
惟
同
者
乎
、
何
況
無
弃
□
（
後
欠
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
六
紙
）（
縦32.3
×
横39.8cm

）

［
2　

源
守
忠
陳
状
］

（
前
欠
）

畢
、
件　

院
宣
等
案
進
上
之
、
旁
何
可
被
聴
同
篇
之
告
訴
哉
、
御
沙
汰
頗
似
無
盡
期
、
且

又
可
為
政
道
之
煩
費
矣
、

一　

定（
源
）行
所
進
家（
源
）定
卿
建
治
元
年
・
同
三
年
書
状
并
稱
置
文
状
事
、

如
彼
建
治
三
年
状
者
、
中
院
殿
御
處
分
状
案
、
為
存
知
進
之
、
於
羽
林
為（

源
）定
一
期
以
後
者
、

可
被
惣
領
欤
云
々
、
又
云
、
少
将
若
器
量
子
胤
出
来
者
、
為
猶
子
、
此
所
々
可
被
付
属
云
々
、

次
稱
置
文
之
状
云
、
及
四
十
于
今
無
子
胤
、
仍
以
定
資
為
御
代
官
、
可
被
取
立
、
五
六
十
以

後
も
出
来
事
也
、
資
定
後
者
、
又
可
被
傳
御
子
也
云
々
、
以
上　

取
詮
、
如
彼
状
等
者
、
一
々
守（
源
）忠
得

理
之
所
見
也
、
其
故
者
、
當
家
領
等
、
正
胤
子
之
外
、
不
可
譲
他
人
之
趣
、
囊
祖
等
代
々
之

遺
誡
也
、
而
守
忠
出
生
以
前
、
故
為
定
朝
臣
及
四
十
無
胤
子
之
間
、
家
定
卿
歎
之
、
為
一

旦
用
意
、
以
定
行
自
襁
褓
中
成
契
約

令
収
養
之
、

雖
計
置
為
定
之
子
息
、
子
胤
出
来
之
時
者
、
可
令
皆

悉
遺
跡
之
由
、
定
置
之
条
分
明
也
、
是
終
為
不
違
先
祖
之
遺
誡
也
、
随
而
与
于
定
行
之
句
云
、

為
定
一
期
以
後
者
、
可
被
惣
領
欤
云
々
、
実
子
出
来
以
前
一
旦
之
用
意
顕
然
也
、
且
就
欤

〔
士
イ
〕

本
定

（
五
五
九
）　



五
六
〇

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

字
可
有
差
別
、
於
譲
状
・
置
文
等
之
詮
句
、
曽
非
治
定
之
文
章
也
、
至
奥
段
者
、
実
子
出

来
之
時
、
可
令
皆
悉
之
条
分
明
載
之
、
定
行
乍
捧
此
状
等
、
以
一
旦
之
儀
、
争
對
実
子
守
忠

可
及
一
言
之
論
哉
、
就
中
家
定
卿
賜
于
為
定
朝
臣
弘
安
二
年
状
云
、
御
年
已
及
四
十

欤
、
于
今
無
子
胤
、
遺
恨
、
仍
資
定
御
子
か
ね
に
計
置
、
為
御
身
也
、
出
仕
事
、
可
被
取

立
、
凡
五
六
十
以
後
モ
子
儲
事
恒
事
也
、
出
来
為
出
仕
器
量
者
、
入
道
跡
可
被
皆
悉

云
々
、
又
云
、
付
属
事
も
自
故
入
道
殿
時
、
示
置
関
東
、
可
被
存
知
之
状
如
件
云
々
、
以
上　
取
詮
、
彼

是
已
以
符
合
、
縦
定
行
雖
不
令
敵
對
亡
父
為
定
、
任
件
等
状
、
温
家
定
卿
之
情
、
且
守

嚢
祖
等
之
遺
誡
、
実
子
守
忠
令
管
領
遺
跡
之
条
、
更
不
可
有
他
妨
、
何
況
亡
父
存
日
、

定
行
成
父
子
敵
對
、
致
告
訴
永
削
跡
了
、
旁
非
沙
汰
之
限
者
也
、
爰
如
定
行
申
状
者
、

頻
雖
掠
申
兄
弟
和
与
之
由
、
所
捧
之
證
文
御
子
か
ね
に
計
置
之
旨
載
而
明
白
之

上
、
家
定
卿
遣
入
道
大
納
言
資
季
卿
許
之
◦文
永
七
年
八
月
十
八
日
状
云
、
羽
林
于
今
未

（
継
目
黒
印
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
七
紙
）（
縦32.3

×
横39.8cm

）

子
胤
儲
、
歎
入
て
候
、
御
ス
テ
子
御
座
候
者
、
被
免
孫
男
候
へ
か
し
、
権
門
方
さ
ま
の

猶
子
ハ
纏
頭
す
る
事
も
候
之
間
、
あ
な
つ
り
安
御
方
さ
ま
の
大
切
覚
候
也
云
々
、

取
詮
、
可
為
為
定
子
之
旨
乞
請
之
条
分
明
也
、
嫌
権
門
方
、
侮
安
之
方
様
大
切
之
由

申
遣
者
、
為
定
実
子
令
出
生
、
継
家
門
之
時
、
為
令
無
違
乱
也
、
用
意
之
趣
無
相
違
、

尤
可
足
高
察
、
就
之
資
季
卿
法
名
了
心
許
諾
之
返
状
云
、
少
将
殿
御
種
子
無
心
本
御
事

察
申
候
、
愚
孫
事
被
思
食
寄
候
之
条
、
返
々
雖
有
為
悦
ニ
候
、
但
首
服
叙

爵
之
外
、
四
歳
落
胤
者
候
、
今
両
三
年
も
被
待
申
候
て
、
猶
不
令
出
来
給
者
、
其
時
可

進
や
候
ら
ん
、
可
在
御
計
候
云
々
、
取
詮
、
両
卿
自
筆
◦之
約
諾
、
為
子
之
条
明
鏡
也
、
敢
無

本
定

（
藤
原
）

（
五
六
〇
）　
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五
六
一

兄
弟
之
所
見
、
此
外
云
定
行
自
筆
之
書
状
云　

公
方
支
證
之
状
等
、
父
子
之
證
験
、
雖
繁
多
不

遑
注
進
、
且
先
々
篇
朽
了
、
随
而
永
仁　

勅
裁
分
明
之
上
、
今
更
不
可
及
御
不
審
者
也
、
次

建
治
元
年
状
事
、
同
無
兄
弟
之
所
見
、
如
状
者
、
専
父
子
之
譲
可
賞
、
彼
状
之
文
章
、
弥
守
忠

之
亀
鏡
也
、
為
定
帯
弘
安
二
年
家
定
卿
状
之
上
者
、
旁
難
及
同
日
之
論
矣
、

一　

定
行
申
状
云
、
守
忠
非
為
定
子
之
条
、
世
以
無
其
隠
云
々
、
取
詮
、
此
条
眼
前
之
謀
略
、
太
狼
藉
之

申
也
、
守
忠
実
子
之
条
、
無
其
隠
之
上
、
為
定
自
筆
状
云
、
実
子
出
来
之
上
者
、
所
領
等
皆
悉

不
可
有
相
違
云
々
、
取
詮
、
其
上
云
遣
于
對
馬
守
秀
俊
之
両
通
状
并
進
左
大
将
家
之
正

安
二
年
正
月
状
等
、
云
遺
跡
附
属
譲
状
等
、
旁
以
分
明
也
、
且　

先
御
代
具
行
稱
為
定
朝
臣

猶
子
、
濫
妨
遺
跡
之
間
、
守
忠
訴
申
之
刻
、
守
忠
者
非
実
子
之
由
、
就
構
申
不
実
、

究
訴
陳
之
後
、
遂
文
殿
對
決
、
及
御
前
評
定
之
日
、
実
子
之
所
見
明
鏡
之
間
、
被
成

下
守
忠
安
堵　

院
宣
云
、
為
定
朝
臣
遺
跡
事
、
為
定
朝
臣
之
実
子
之
条
、
書
送
堀
川
大
納
言

并
秀
俊
法
師
許
之
状
、
有
所
見
歟
、
具
行
或
非
実
子
、
或
者
亡
之
由
、
雖
立
申
無
指

證
據
、
此
上
者
、
任
為
定
譲
状
如
元
可
令
領
掌
云
々
、
盡
理
之　

勅
裁
既
以
厳
重
也
、

争
非
子
之
由
、
可
掠
申
哉
、
是
偏
當
家
領
実
子
可
皆
悉
之
条
、
云
代
々
遺
誡
、

云
三
位
入
道
置
文
、
歴
然
之
間
、
定
行
所
構
申
此
不
実
也
、
向
後
濫
吹
懲
書
、

可
被
行　

奏
事
不
実
之
罪
科
矣
、
仍
所
載
于
右
之
具
書
都
合
卅
九
通
三
巻

一
枚
、

謹
進
覧
之
、
得
此
等
之
御
意
、
御　

奏
達
候
之
様
、
可
令
洩
披
露
給
候
、
守
忠

恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　

四
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
少
将
守
忠

進
上　

長
門
前
司
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
目
黒
印
・
右
半
分
）

〔
状
脱
カ
〕

（
一
条
内
実
）

（
具
守
）

〔
先
〕

（
五
六
一
）　



五
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二

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
目
黒
印
・
左
半
分
）

（
第
八
紙
）（
縦32.1

×
横48.2cm

）

［
3　

源
守
忠
陳
状
案
］

亡
父
為
定
朝
臣
遺
跡
事
、
幸（

源
家
房
）

徳
丸
申
状
副
具
書
謹
下
預
候
畢
、
如
状
者
無
窮
之
謀
訴

姧
濫
之
次
第
、
頗
可
謂
沙
汰
外
哉
、
為
定
朝
臣
逝
去
之
刻
、
定
行
并
具
行
・
尼
妙
一
已
下

胤
外
非
分
之
輩
、
構
同
心
表
裏
、
或
濫
妨
遺
跡
、
或
雖
企
偽
訴
、
守
忠
為
一
子
、
相
續
家
領

以
下
累
代
文
書
等
之
上
者
、
捧
次
第
相
傳
之
手
継
證
文
并
関
東
代
々
書
状
等
、
就
令

言
上
子
細
、
殊
被
經
其
沙
汰
◦之
日
、
家
督
相
承
分
明
之
間
、
忽
被
停
止
彼
等
之
偽
謀
、
去
正
安
・

乾
元
度
々
守
忠
預　

勅
裁
之
上
、
任
當
家
代
々
例
、
関
東
兩
度
成
賜
安
堵
状
候
畢
、
随

則
件
関
東
状
備　

叡
覧
之
由
、
重
被
下　

法
皇
御
方　

當
御
代
兩
御
方

院
宣
之
間
、
誇
有
道
之
徳
化
、
抽
拜
趨
之
勤
原
候
之
處
、
今
又
韻
外
之
幸
徳
丸
同
宿
于
尼
妙
一
、

巧
謀
案
及
濫
訴
候
之
條
、
存
外
之
次
第
候
、
就
中
去
々
年
五
月
之
比
、
幸
徳
丸
属
于
前
民
阝
卿

頼
藤
、
掠
申
入
子
細
於　

法
皇
御
方
、
雖
申
下
問
状　

院
宣
候
、
云
隠
謀
之
造
意
、
云

無
道
之
濫
望
、
顕
然
之
間
、
則
被
弃
置
候
畢
、
其
後
又
幸
徳
丸
掠
訴
関
東
之
處
、
不
帯

一
紙
之
證
文
、
為
堅
固
胸
臆
之
上
者
、
同
被
弃
捐
云
々
、
都
鄙
稠
重
之
沙
汰
如
此
、
今
更

就
何
篇
、
可
被
聴
同
前
非
據
之
姧
訴
候
哉
、
曽
難
及
其
沙
汰
候
欤
、
爰
就
所
進
之

具
書
案
、
乱
望
之
旨
趣
、
疑
殆
尤
多
端
、
其
故
者
、
如
稱
祖
父
入
道
三
位
家
定
卿
置
文

案
文
者
、
為
定
依
無
子
息
、
有
示
置
之
旨
、
縦
雖
為
逝
去
之
後
、
阿
道
子
息
所
生
者
、
為
定

一
期
之
後
為
嫡
孫
、
所
領
以
下
可
令
皆
悉
之
趣
欤
、
取
意　

載
之
、
此
條
不
審
非
一
事
之
上
、
他
筆
之

〔
厚
〕

（
五
六
二
）　
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六
三

由
、
遮
令
自
稱
哉
、
旁
非
沙
汰
之
限
、
且
家
定
卿
弘
安
二
年
賜
為
定
之
状
云
、
五
六
十
以
後
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
目
黒
印
二
顆
・
右
半
分
）
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（
継
目
黒
印
二
顆
・
左
半
分
）

（
第
四
紙
）（
縦32.2
×
横22.4cm

）

子
息
儲
事
恒
事
也
、
出
来
為
出
仕
器
量
者
、
入
道
跡
可
被
皆
悉
、
子
細
能
々
計
置
事

也
云
々
、
取
詮
、
而
守
忠
為
一
子
、
相
續
為
定
朝
臣
遺
跡
、
致
奉　

公
、
不
違
祖
父
卿
之
素
意

者
也
、
次
如
号
永
仁
元
年
為
定
朝
臣
譲
状
之
案
文
者
、
守
家
定
卿
置
文
、
以
幸
徳
丸
為

嫡
子
、
家
領
等
可
惣
領
之
由
云
々
、
和
字
状
取
意

載
之
、　　
　

此
条
又
以
不
審
、
不
見
正
文
者
、
雖
難
決
真

偽
、
暫
就
文
章
、
粗
尋
義
理
、
具
行
濫
訴
之
時
、
彼
幸
徳
丸
父
阿
道
陸
奥
前
司
入
道

定
成
法
名

得
妙
一
之
語
、

（
貼
紙
）「
十
六
う
」

令
同
心
具
行
、
以
守
忠
非
為
定
朝
臣
子
之
由
為
掠
申
之
、
書
与
于
彼
等
状
云
、
故
源
三
位

師
行
卿
子
息
、
為
御
養
子
御
元
服
勢
佐
勢
給
候
覧
、
目
出
候
、
御
元
服
用
途
事
承
候

畢
、
忩
沙
汰
進
候
陪
久
候
、
当
時
末
弖
御
子
一
人
毛
御
坐
候
波
弖
候
津
留

尓

加
様
尓
候
陪
波
、

返
々
悦
入
候
云
々
、
和
字
状
模

漢
字
、
取
詮
、
此
状
正
安
二
年
正
月
十
三
日
、
遣
為
定
朝
臣
許
之
由
稱
之
、
具
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
目
黒
印
・
右
半
分
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
継
目
黒
印
・
左
半
分
）

（
第
五
紙
）（
縦32.2

×
横29.5cm

）

備
具
書
、
雖
經
上
覧
、
阿
道
同
心
彼
等
、
任
雅
意
書
与
之
子
細
顕
然
之
上
、
守
忠
為
實

子
令
皆
悉
遺
跡
之
条
、
證
文
等
分
明
之
間
、
預
盡
理　

勅
裁
并
関
東
安
堵
状
畢
、

（
五
六
三
）　



五
六
四

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

阿
道
若
帯
家
定
卿
置
文
、
幸
徳
又
得
為
定
朝
臣
譲
状
者
、
何
得
妙
一
・
具
行
等
之
語
、
可

書
与
無
子
之
由
状
哉
、
今
案
謀
訴
之
条
、
併
足
賢
察
欤
、
幸
徳
丸
不
顧
父
之
行
事
、

及
告
訴
之
上
者
、
弥
招
其
科
者
哉
、
将
又
幸
徳
丸
申
状
云
、
為
定
朝
臣
逝
去
之
刻
、
定
有
律
師

伺
遠
行
之
隙
、
乱
入
遺
跡
、
以
守
忠
于
時

若
丸
稱
實
子
、
奪
取
重
書
等
、
任
雅
意
構
謀
書
、
重
代

家
領
以
下
悉
令
押
領
云
々
、
取
詮
、
就
之
謂
之
、
正
安
二
年
正
月
十
七
日
、
為
定
支
亡
之
後
、
同
廿
九

日
阿
道
訪
遺
跡
之
状
云
、
小
将
殿
他
界
事
、
凡
無
申
限
驚
歎
入
候
云
々
、
守
忠
拜
任
侍
従
之

時
、
阿
道
賀
札
云
、
御
拜
任
事
、
殊
以
悦
入
候
、
誠
如
仰
繁
昌
目
出
候
云
々
、
已
上　
取
詮
、
守
忠
為
一
子

當
家
相
續
之
条
、
阿
道
本
自
依
令
存
知
、
為
定
逝
去
之
時
者
、
遣
彼
状
、
守
忠
昇
進
◦之
日
者
、

送
賀
札
、
件
状
等
幸
徳
丸
受
父
阿
道
之
命
、
染
筆
之
上
者
、
父
子
共
存
知
勿
論
也
、
幸
徳

若
成
為
定
父
子
之
契
約
、
帯
可
望
遺
跡
之
證
状
、
守
忠
若
非
為
定
之
實
子
、
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
目
黒
印
・
右
半
分
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
九
紙
）（
縦32.1

×
横52.2cm

）

非
分
押
領
者
、
自
正
安
二
年
正
月
数
箇
年
之
間
、
何
不
及
訴
訟
哉
、
又
具
行
對
于

遺
跡
致
濫
訴
、
經
再
往
沙
汰
之
時
、
争
不
申
一
言
之
所
存
、
剰
為
定
無
子
之
由
、

可
書
与
今
案
状
於
妙
一
・
具
行
哉
、
条
々
仰
明
察
畢
、
次
稱
謀
書
由
事
、
謀
書
何
事

哉
、
曽
不
存
知
、
守
忠
所
帯
手
継
證
文
等
、
文
殿
沙
汰
之
時
、
悉
備
上
覧
、
蒙
安
堵

裁
許
畢
、
幸
徳
丸
之
濫
訴
、
殆
招
奏
事
不
實
之
科
者
歟
、
同
状
云
、
此
者
苟
稟
當

家
之
正
統
、
為
◦
定
家
卿
◦之
嫡
孫
、
彼
者
令
非
為
定
朝
臣
之
胤
子
云
々
、
取
詮
、
就
之
謂
之
、
幸
徳
丸

者
、
當
家
之
糟
糠
阿
道
子
息
之
由
稱
之
欤
、
然
者
父
阿
道
為
不
調
隠
遁
之
仁
、
非
家
門

同
客
之
直
、
嫡
孫
之
自
稱
、
比
興
之
至
極
也
、
守
忠
為
當
家
之
嫡
統
為
定
朝
臣
一
子
、
傳

（
五
六
四
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

五
六
五

累
葉
之
名
跡
、
其
条
及
文
殿
對
決
、
有
諸
卿
評
議
、
就
證
状
等
具
被
載
下

院
宣
畢
、
就
之
関
東
所
加
安
堵
成
敗
也
、
而
幸
徳
丸
為
員
外
尩
弱
之
身
、
不
備
支
證
、

偏
構
胸
臆
之
浮
言
、
掠
申
子
細
之
条
、
併
忽
諸
嚴
重　

勅
裁
・
関
東
成
敗
之
企
、
甚
狼

藉
候
、
如
此
之
類
無
誡
沙
汰
者
、
姧
曲
謀
濫
之
族
不
可
断
絶
候
歟
、
雖
似
多
筆
端
、
為
露

顕
謀
計
、
粗
令
言
上
候
、
得
此
等
之
御
意
、
可
有
洩
御　

奏
達
候
哉
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
少
将
守
忠
請
文

［
3
ａ　

源
家
定
置
文
案
］

　
　
　
　
　
　
　
　
「
正
文
ハ
以
賀
に
預
置
後
、
可
被
尋
取

定
進
歟
、」

「
家
定
卿
置
文
」

御
年
已
及
四
十
欤
、
于
今
無
子
胤
、
遺
恨
、
仍
資
定
御
子
か
ね
に
計

置
、
且
為
御
身
也
、
出
仕
事
可
被
取
立
、
凡
五
六
十
以
後
毛
子
息
儲
事
恒

事
也
、
出
来
為
出
仕
器
量
者
、
入
道
跡
可
被
皆
悉
、
子
細
能
々
計

置
事
也
、
仍
正
文
ハ
留
置
、
案
文
ハ
兼
遣
資
定
畢
、
更
不
可
有
違
乱
、

付
属
事
も
自
故
入
道
殿
時
、
示
置
関
東
、
可
被
存
知
之
状
如
件
、

　
　
　
　

弘
安
二
年
四
月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

判

…
…
（
継
目
黒
印
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
十
紙
）（
縦32.3

×
横16.4cm

）

　
　

為
定
に

徳
治
二

（
五
六
五
）　



五
六
六

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

［
3
ｂ　

伏
見
上
皇
院
宣
案
］

「
院
宣
案
富
小
路
殿
御
代　

守
忠
所
生
以
前
、
以
定
行     

可
為
子
之
由
弘
安
二
年
家
定
卿
雖
申
置
之
、
定
行

敵
對
于
養
父
為
定
、
致
告
言
之
間
、
被
下
此　

院
宣
、
永
義
絶
畢
、　　
　
　
　

」

能
登
国
大
泉
庄
事
、
就
構
申
兄
弟
和
与
之
由
、
雖
被
裁
許
定
行
、

資
季
・
家
定
両
卿
約
諾
、
為
父
子
之
条
勿
論
欤
、
養
父
◦母
与
親
同
、

定
行
不
可
告
言
、
然
者
任
父
子
之
義
、
進
退
領
掌
不
可
有
相

違
者
、
依　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
十
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
目
黒
印
・
右
半
分
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
十
一
紙
）（
縦32.1

×
横35.8cm

）

院
宣
執
達
如
件
、　　
　
　
　
　
（
継
目
黒
印
・
右
半
分
）

　
　
　
　
　

永
仁
六
年
九
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　

右
京
大
夫
判
奉
、

謹
上　

中
院
前
少
将
殿

［
3
ｃ　

源
定
成
（
阿
道
）
書
状
案
］

「
幸
徳
丸
父
阿
道
状
送
為
定
喪
家
、
于
時
守
忠
幼
少
之
間
、
叔
父
定
有
律
師

加
扶
持
、
仍
宛
于
定
有
送
之
、

」

誠
新
春
御
吉
慶
等
、
於
今
者
雖
事
舊
候
、
自
他
申
籠
◦候

畢
、
猶
々

目
出
候
、　

抑
少
将
殿
他
界
事
、
凡
無
申
限
驚
歎
入
候
、
已
下

畧
之
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
正
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
道
判

　

三
位
殿
御
返
事　
定
有
律
師
事
也
、

本
名
定
資

（
羽
昨
郡
）

（
貼
紙
）

〔
在
イ
〕

（
為
定
）

正
安
二

（
五
六
六
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

五
六
七

［
3
ｄ　

源
定
成
（
阿
道
）
書
状
案
］

「
同
状
案　
守
忠
拜
任
侍
従
之
時
賀
札
也
、
家
督
相
傳
存
知
之
条
勿
論
也
、」

佐
渡
房
便
冝
御
文
委
細
承
候
畢
、
抑
御
拜
任
事
、
殊
以
悦
入
候
、

誠
如
仰
繁
昌
目
出
候
、
已
下
畧
之
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
六
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
道

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
継
目
黒
印
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
十
二
紙
）（
縦32.4

×
横52.3cm

）

［
3
ｅ　

伏
見
上
皇
院
宣
案
］

「
院
宣
案　
龜
山
法
皇
御
方
」

肥
後
國
阿
蘇
社
、
任
入
道
三
位
家
定
卿
弘
安
二
年
状
、
可
相
傳
知

行
之
由
、
可
被
傳
仰
為
定
朝
臣
子
息
若
丸
之
旨
、

御
氣
色
所
候
也
、
仍
上
啓
如
件
、

　
　
　
　

正
安
二
年
四
月
十
五
日 

判

謹
上　

堀
川
大
納
言
殿

［
3
ｆ　

伏
見
上
皇
院
宣
案
］

「
院
宣
案　
後
深
草
院
御
方
」

能
登
国
大
泉
庄
事
、
任
先
度　

勅
裁
之
旨
、
相
傳
領
掌

不
可
有
相
違
之
由
、
可
被
傳
仰
守
忠
之
旨
、

同
三（

具
守
）

（
五
六
七
）　



五
六
八

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

御
氣
色
所
候
也
、
顕
相
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

正
安
二
年
九
月
十
一
日　
　
　

宮
内
卿
判

進
上　

堀
川
大
納
言
殿

［
3
ｇ　

北
条
貞
時
（
崇
暁
）
書
状
案
］

「
関
東
安
堵
状
案
」

遺
跡
御
相
傳
事
、
承
候
了
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

九
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
崇
暁
判

［
3
ｈ　

後
宇
多
上
皇
院
宣
案
］

「
院
宣
案　
當
御
代
」

為
定
朝
臣
遺
跡
事
、
為
定
朝
臣
實
子
之
条
、
書
送
堀
川
大
納
言
并
秀
俊

法
師
許
之
状
、
有
所
見
歟
、
具
行
或
非
實
子
、
或
者
亡
之
由
、
雖

（
継
目
黒
印
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
十
三
紙
）（
縦32.3

×
横52.3cm

）

立
申
、
無
指
證
據
、
此
上
者
、
任
為
定
譲
状
、
如
元
可
令
領
掌
者
、

院
宣
如
此
、
仍
執
達
如
件
、

　
　
　
　

乾
元
二
年
三
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　

權
大
納
言
判

　
中
院
侍
従
殿

（
藤
原
顕
相
）

正
安
三

（
北
条
貞
時
）

〔
先
〕

（
吉
田
経
長
）

（

源

守

忠

）

（
五
六
八
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

五
六
九

［
3
ｉ　

後
宇
多
上
皇
院
宣
案
］

「
院
宣
案　
龜
山
法
皇
御
方
」

肥
後
国
阿
蘇
社
、
任
相
傳
之
理
、
可
令
知
行
給
者
、
依

院
宣
執
達
如
件
、

　
　
　
　

乾
元
二
年
四
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

大
蔵
卿
判

　

中
院
侍
従
殿

［
3
ｊ　

北
条
貞
時
（
崇
演
）
書
状
案
］

「
関
東
安
堵
案　

就　

勅
裁
成
之
、」

御
領
等
無
相
違
事
、
承
候
畢
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
三
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
崇
演
判

［
3
ｋ　

吉
田
定
房
書
状
案
］

御
所
領
事
、
関
東
返
事
案
、
備　

叡
覧
候
了
、
謹
言
、

　
　
　
　
　
五
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

定
房

［
3
ｌ　

亀
山
法
皇
院
宣
案
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
六
う
」

「
龜
山
法
皇
御
方
」

所
領
等
事
、
関
東
返
報
、
備　

叡
覧
之
由
、
被
仰
下
候
也
、
仍

（
高
階
重
経
）

嘉
元
三

（
北
条
貞
時
）

同
年

（
吉
田
）（

貼
紙
）

（
五
六
九
）　



五
七
〇

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

執
達
如
件
、

　
　
　
　
七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
経

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
継
目
黒
印
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
第
十
四
紙
）（
縦32.2

×
横51.9cm

）

　

中
院
侍
従
殿

［
3
ｍ　

亀
山
法
皇
院
宣
案
］

「
幸
徳
丸
掠
申
之
」

西
宮
舊
跡
并
家
領
等
事
、
幸
徳
丸
申
状
副
具

書
、
如
此
、
子
細
見

于
状
候
歟
、
可
被
弁
申
之
由
、　

御
氣
色
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　
　
　
　
五
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
頼
藤

　

中
院
侍
従
殿

［
4　

源
守
忠
重
陳
状
案
］

亡
父
為
定
朝
臣
遺
跡
事
、
幸
徳
丸
犯
御
諱
之
後

今
俄
稱
家
房
、
重
申
状
、
謹
下
賜
候
畢
、
云
今
案
謀

訴
之
次
第
、
云
守
忠
一
子
相
承
之
子
細
、
先
度
粗
言
上
候
畢
、
爰
幸
徳
丸
為
員

外
糟
糠
之
身
、
成
非
分
係
望
於
當
家
領
、
巧
種
々
之
謀
案
、
餝
条
々
之
姧
詞
、
不

量
涯
分
、
頻
企
濫
訴
候
之
間
、
陰
貪
之
企
、
太
違
宗
廟
之
照
鍳
、
背
曩
祖
冥
眩
〔
見
〕之

間
、
既
犯
御
諱
之
字
、
永
絶
生
涯
之
望
畢
、
而
今
俄
稱
令
改
名
于
家
房
、
重
捧
謀

訴
状
之
条
狼
藉
也
、
尾
籠
也
、
更
非
可
望
拜
趨
、
争
可
被
聴
同
前
胸
臆
之
濫
訴

哉
、
凡
犯
御
諱
之
者
、
失
前
途
之
上
、
殆
非
人
倫
欤
、
于
茲
如
重
訴
状
者
、
於
彼
三
方
之

同

（
高
階
）

嘉
元
三
年

（
葉
室
）

（
五
七
〇
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
「
中
原
章
房
関
係
文
書
」

五
七
一

沙
汰
者
、
不
可
混
家
房
之
訴
訟
云
々
、
取
詮
、
此
条
彼
遺
跡
事
、
定
行
・
具
行
・
尼
妙
一

已
下
員
外
非
分
之
輩
令
同
心
、
或
致
濫
妨
、
或
雖
企
偽
訴
、
守
忠
為
一
子
家
督

相
承
分
明
之
間
、
預
度
　々

勅
裁
并
関
東
安
堵
状
畢
、
件
沙
汰
及
多
年
都
鄙
殆

謳
謌
之
上
、
令
同
心
于
具
行
・
妙
一
等
、
阿
道
書
与
為
定
無
子
之
由
堅
固
今
案
状
於

彼
輩
畢
、
云
存
知
之
次
第
、
云
同
心
之
結
構
、
顕
然
也
、
以
具
行
立
面
之
時
者
、
書
出
件
状
、

其
謀
計
被
停
止
之
今
又
替
面
、
以
幸
徳
丸
乍
企
偽
訴
、
不
可
混
以
前
沙
汰
之
由
、
争
可

遁
申
哉
、
家
房
則
同
宿
于
妙
一
・
具
行
等
無
其
隠
、
同
心
謀
計
之
条
勿
論
也
、
家

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
継
目
黒
印
）

（
第
十
五
紙
）（
縦32.2

×
横40.8cm
）

房
若
帯
可
望
彼
遺
跡
之
證
文
者
、
年
来
沙
汰
之
間
、
何
不
申
一
言
之
所
存
、
同
心

于
一
方
、
可
加
潤
色
哉
、
今
案
縦
横
之
至
、
尤
足
賢
察
矣
、
同
訴
状
云
、
處
分
之
法
、
専

可
任
財
主
之
本
意
、
相
承
之
道
、
偏
可
依
手
継
實
證
者
也
□
□
、
取
詮
、
此
条
◦如
祖
父

入
道
三
位
家
定
卿
之
素
意
者
、
守
忠
出
生
以
前
、
為
定
朝
臣
不
儲
男
子
之
程
、
無
心

本
之
間
、
以
定
行
可
為
子
之
由
、
雖
相
計
、
猶
鍳
将
来
、
為
定
胤
子
出
来
者
、
可
皆

悉
入
道
跡
之
旨
、
弘
安
状
分
明
也
、
然
者
為
定
子
胤
出
生
以
前
、
縦
雖
迴
養

子
之
方
便
、
皆
以
為
一
旦
用
意
也
、
出
生
之
實
子
、
可
為
家
督
之
条
、
家
定
卿

素
意
炳
焉
之
處
、
守
忠
為
實
子
、
令
皆
悉
其
遺
跡
、
自
拜
拾
遺
之
初
至
任
羽
林

今
、
勵
随
分
拜
趨
之
勤
原
、
是
既
相
叶
祖
父
慇
懃
之
本
意
畢
、
被
原
本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）「
四
」

情
之
条
、
尤
所
仰
也
、
凡
謂
猶
子
者
、
其
實
子
、
或
依
不
調
不
足
奉
公
之
器
、
或
無

胤
子
其
家
欲
絶
、
如
此
之
時
、
迴
思
慮
之
秘
計
也
、
雖
然
器
量
之
胤
子
出
来
之

〔
云
々
イ
〕

〔
厚
〕

〔
厚
〕

（
五
七
一
）　



五
七
二

史
　
　
　
学
　
第
八
五
巻
　
第
一-

三
号
　
文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

時
、
為
正
嫡
之
条
、
恒
規
也
、
而
為
定
家
督
之
条
者
、
□
□
□
□
捧
髣
髴
疑
殆

状
、
為
猶
子
、
為
定
一
期
之
後
、
可
傳
領
之
由
、
雖
掠
申
之
、
對
于
家
督
相
承
之
実
子

守
忠
、
争
可
及
同
日
之
論
哉
、
就
中
所
◦備
進
之
状
等
、
或
他
筆
之
由
、
遮
自
稱
之
上

者
、
非
沙
汰
之
限
、
或
雖
稱
自
筆
之
由
、
不
披
見
正
文
之
間
、
難
決
真
偽
之
旨
、
先

度
言
上
畢
、
何
承
伏
之
由
、
可
掠
申
哉
、
且
如
阿
道
遣
為
定
朝
臣
許
之
状
者
、
不

帯
件
状
等
之
支
證
、
所
載
于
左
也
、
次
同
状
云
、
守
忠
縦
雖
為
入
道
為
定
朝
臣
之

實
子
、
違
犯
家
定
卿
置
文
・
為
定
朝
臣
譲
状
等
、
不
可
及
競
望
者
也
、
何
況

守
忠
更
非
為
定
之
胤
子
、
其
上
自
稱
譲
状
、
又
定
有
構
出
謀
書
者
也
□
□
、
此
條
守
忠

為
実
子
◦者
、
不
可
及
異
論
之
由
、
已
以
分
明
也
、
祖
父
卿
素
意
之
趣
具
載
于
先
段
畢
、

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
継
目
黒
印
・
左
半
分
）

（
第
十
六
紙
）（
縦32.1

×
横41.6cm

）

［
5　

中
原
章
房
申
状
案
］

（
前
欠
）

時
愁
申
之
、
或
奉
属
奉
行
傳　

奏
、
歎
申
之
、
章
房

憖
有
上
日
抜
群
之
聞
、
雖
費
紙
筆
、
未
達
本
望
候
、

就
中
評
議
之
場
、
書
定
文
之
章
房
也
、
對
問
之
座
、
記
申

詞
之
章
房
也
、
時
輩
誰
比
肩
哉
、
雖
為
狭
少
之
地
、
不

預
御
計
者
、
失
拜
趨
之
便
候
、
其
條
仰　

聖
廟
之
照
覧

候
、
摂
州
石
占
村
者
、
前
御
代
俸
禄
也
、
而
當
村
内
号 〔

乍
イ
〕

〔
云
々
イ
〕

〔
者
〕

〔
者
〕

（
五
七
二
）　



慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
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文
書
室
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「
中
原
章
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関
係
文
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五
七
三

神
酒
之
地
七
町
餘
、
住
吉
社
令
管
領
事
候
、
以
惣
村
混

彼
地
、
号
神
領
、
為
前
藤
中
納
言
家
奉
行
、
國
冬
掠
給
候
了
、

為
本
所
帯
之
上
者
、
可
被
宛
下
之
旨
、
連
々
雖
申
上
之
、
不
被
寄

國
冬
者
、
難
及
御
沙
汰
之
由
、
奉
行
人
被
仰
下
之
間
、
令
周
章
候
、

爰
隼
人
正
兼
任
事
、
教
宗
不
帯
関
東
御
挙
状
之
上
、
經
歴

及
数
年
候
欤
、
章
房
可
浴
其
恩
之
由
捧
申
状
候
了
、
若
及
豫

儀
候
者
、
江
州
野
田
山
保
者
、
斅
性
・
朝
渕
共
不
帯
文
書
之
間
、「
九
う
」

前
御
代
重
々
被
經
御
沙
汰
、
為
闕
所
被
宛
下
章
治
候
了
、
所
済
其

餘
果
也
、
枉
可
拜
領
之
旨
、
雖
捧
申
状
、
于
今
漏
恩
澤
候
、
不
便
事
候
、

此
等
之
條
々
、
頗
非
難
儀
候
哉
、
毎
日
雖
抱
拝
趨
之
志
、
定
致
不
慮
之
懈

怠
候
欤
、
奉
行
之
執　

奏
不
事
行
之
間
、
面
々
一
同
参
仕
、
言
上
所
歎
申

上
之
趣
、
西
収
以
前
御
伺
候
之
様
、
可
令
披
露
給
、
章
房
誠
恐
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
廿　

日　
　
　
　

主
税
助　

中
原
章
房
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
目
黒
印
・
左
半
分
）

（
津
守
）

（
犬
上
郡
）

（
貼
紙
）

（
年
未
詳
）

（
五
七
三
）　


